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日本のトラベルパートナーの皆様へ

　グアム政府観光局　開局50周年、おめでとう
ございます。
　日本の海外旅行が自由化になったのが1964年
のこと。その１年前の1963年に設立されたグア
ム政府観光局です。そのターゲットが日本マー
ケットであれば、当時のグアム政府の先見の明
には頭が下がります。日本人の海外旅行の進展
にグアム政府観光局が果たされた役割は本当に
大きなものがあります。
　1967年、当時のパンアメリカン航空が直行便
を就航、1970年には日本航空の直行便が就航し、
1972年、日本の第1次海外ハネムーンブームの中
心デスティネーションとなり、当時の右肩上が
りの日本の海外旅行を牽引したのがグアムでし
た。その後も、ユニークで秀逸なTVCM、数々
の著名人の起用等、話題性のある広告展開で日
本人の海外旅行需要喚起に多大なる貢献をされ
ておられます。
　これまでの半世紀、決して短い時間ではあり
ませんので、必ずしも順風満帆であったわけで
はありません。ここ10年を振り返ってみても、
台風や地震などの自然災害、SARSや新型イン
フルエンザ等の感染症など、その都度、正確な
情報発信やプロモーションをもって障害を乗り

越え、日本人に身近なデスティネーションとし
て、日本の旅行業界とも信頼を深めつつ現在に
至っています。
　グアムには、日本から最も近い英語圏として、
自然豊かで治安も良い特性を生かした修学旅
行、新しいコンベンションセンター完成を機に
日本全国９箇所からの直行便の利便性を生かし
た、ゴルフ、マリンスポーツ等のイベントが可
能なMICE旅行、さらに価格がリーズナブルな
三世代ファミリー旅行等、日本人訪問者数拡大
のポテンシャルが十二分にあると考えています。
　JATAでは、もっとも身近な海外リゾートと
して、今後も日本の海外旅行の中心的なデス
ティネーションであるグアムに大きな期待を
持っております。50周年の歴史と最新のプロ
モーション手法を持つグアム政府観光局と協力
体制を構築して、グアム日本人訪問者数の拡大
に努めてまいる所存です。
　日本全国をくまなく、精力的にプロモーショ
ン展開しているグアム政府観光局の益々のご発
展を祈念するとともに、今後の半世紀に向けた
新しい歴史を、深い絆で結ばれた日本の旅行業
界と一緒に創って行きましょう。

グアム政府観光局  開局50周年に向けて

ハファ デイ！ （チャモロ語で『こんにちは！』）
今年グアムは観光50周年を迎えます。この50年間、
楽園グアムは豊かな歴史、文化、そして温かいおも
てなしの心で日本人観光客の方々と共に歴史を刻ん
でまいりました。

これまでグアムは不安定な世界経済、グアムにおけ
る自然災害の余波、また予期できない出来事などに
より様々な困難を経験してまりいました。
こういった苦境や障害がありながらも、日本からの
観光客の皆様は常にグアムを優先的なデスティネー
ションとして位置づけてくださいました。
日本の旅行会社様ならびに、各社のグアム支店様は、
グアムをワールドクラス・リゾート・デスティネー
ションとして支持していただくために不可欠な存在
だと考えております。

我々はグアムの今後の観光業に非常に期待を寄せて
おり、日本のアウトバウンドマーケットにおいてグ
アムのシェアが増大することを望んでいます。
昨年は、これまでの歴史の中でも過去最高の旅行者
数を記録し、収容能力、サービスといった面を向上
させることに邁進いたしました。
皆様方からの変わらぬご支援をいただくと共に、今
年はこれまで以上のものを期待したいと考えており
ます。
皆様のたゆまぬ努力、グアムへの貢献に心から感謝
申し上げたいと思います。
どうもありがとうございます。

米国グアム準州　知事

エディー・バザ・カルボ
米国グアム準州　副知事

レイ・テノリオ

一般社団法人 日本旅行業協会
会長

菊間 潤吾
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Guam Visitors Bureau (GVB)

GVB設立50周年を迎え、質の向上で「新しいグアム」を
日本人120万人達成へ旅行会社と協力

グアム政府観光局

昨年、日本人訪問者数が再び90万人の
大台を突破したグアム。デスティネー
ション競合が強まる中、引き続きその成
長を維持させるには、新しい魅力の発信
が必要だ。今年、設立50周年という節目
の年を迎えたグアム政府観光局（GVB）
は、2020年までにグアムへの全訪問者
数を現在の約130万人から、200万人
へ引き上げる目標を掲げる。うち日本人
は120万人まで増やしていく意向で、目
標実現へ向け、「質の向上」を推進する意
向だ。GVBの今後の展開について、光森
裕二日本代表（写真）に話を伺った。

課題となるオフ期の需要喚起

　日本からグアムへの日本人の訪問者
数は、直近の数字で今年１〜７月に51万
4581人を記録、前年同期比1.5％減とわず
かながら昨年同期実績を下回った。光森
氏は「１〜３月は順調に数を伸ばしたが、
オフ期となる４〜６月が前年同月比で１
ケタ台のマイナスとなった。オフ期の需

要喚起が今後の大きな課題となる」と振
り返る。
　要因として挙げられるのは、円安や７
月の参議院選挙など。ただ、それ以上に
光森氏は「消費者マインドの冷え込み」
を理由に挙げる。国内やハワイなど、競
合デスティネーションへのシフトが見ら
れたことが原因だ。また航空座席供給が
オフ期に減少したことも大きい。
　しかしながら、光森氏は「４〜６月の
航空座席供給が前年同期比で８〜10％減
となった中、訪問者数４〜６％減で抑え
られたことは、前向きに捉えることがで
きる」と説明する。

ウェディングとMICE／団体を強化

　GVBは、グアムへの全訪問者数を
200万人までに引き上げる目標を掲げた
「2020年プラン」に基づき、「質の向上」と
「滞在日数の拡大」を今後目指していく方
針だ。光森氏は「具体的なターゲットと
して、ウェディングとMICE／団体に力
を入れることで、グアムのイメージアッ
プにつなげたい」と意欲を見せる。さら
に「観光局設立50年という節目の年を迎
え、これからの50年へ向けて『新しいグ
アム』を位置付ける上で、やはり『質の向
上』は欠かせない」と強調する。

ホテル客室1万室へ向け、積極誘致

　「2020年プラン」の目標達成には、訪問
者を受け入れるホテルの客室増が必要。
GVBは、具体的にホテル客室数を現在の

8000室から１万室に拡大させることを計
画に盛り込む。来年にはデュシタニ・グ
アムやロッテホテルのオープンが予定さ
れており、光森氏は「これで約8800室。う
ち日本人が利用するホテルはおよそ8300
〜8400室程度となるだろう」と期待を見
せる。
　GVB本局でも、カール・パンゲリナン
局長の前職がグアムへの企業誘致などを
支援するグアム経済開発機構（GEDA）の
要職であったこともあり、「ホテルは、
ピーク時には予約が取れないことも多い
現状がある。ホテルの誘致など、イン
フラ整備を盤石にすることが私の役割。
GEDAを通じ、企業への働きかけを強め
ていきたい」（パンゲリナン局長）と、局長
自らがホテル誘致に積極的な構えを見せ
ている。

継続したセールス活動の必要性

　４月後半より本格的なセールス活動を
再開したGVB。光森氏は「常に『グア
ム、グアム』と訴え続ける必要性を感じ
た」と振り返り、旅行会社向けのセール
ス活動の重要性を強調する。具体的には
セミナーやセールスコール、また販売店
へのサポートなど、これまで続けてきた
取り組みを継続かつ強化していく意向。
「営業活動を強化するべく、スタッフの増
員も検討している」という。
　もちろん、その強化するエリアは全国
規模。特に「デスティネーション競合の
激しい北海道や九州では、旅行会社をこ
まめに訪問するなど、地道な活動を続け
ていきたい。ミス・グアムを率いたプロ

モーションも全国規模で継続して実施し
ていく」とのことだ。

東名阪で一般消費者向け広告展開も

　一方、GVBは業界向けのアプローチと
同時に、一般消費者向けの広告展開も予
定する。光森氏は「旅行会社と一般消費
者の双方に力を入れることが必要だ」と
説明、プロモーションの重要性を強調す
る。
　具体的には、９〜10月に東名阪の電車
内モニターや駅貼り広告で「グアムでし
かできない50のこと」と題した広告を展
開。オンラインマガジンの「Timeout」
（http://www.timeout.jp）の協力を受け、
例えば「愛の岬で願掛けする」（恋人岬）
など、ユニークなフレーズでグアムの魅
力を打ち出した内容だ。

羽田便実現が目標、成田線も強化

　「2020年プラン」の目標達成へ向け、足
となる航空座席供給の拡大も重要な施策
となる。光森氏は「まずは羽田便実現へ
向けた誘致活動を継続したい」と意欲を
見せる。来年の昼間時間帯の国際線運航
拡大が予定されている羽田国際空港。羽
田↔グアム線の定期便実現には、日米間
政府による航空交渉がまず必要となる。
　もちろん羽田だけでなく、光森氏は「関
東地区におけるグアムへの旅行需要を支
える上で、成田線の維持も大変重要。成
田線についても同様に強化を図りたい」
と述べ、成田の重要性も唱える。

表紙画像提供：グアム政府観光局

　グアムの日本人旅行者数は今年1-7月
までで、前年同期比1.5％減の51万4581人
と僅かながらマイナスを記録している。
第１四半期（1-3月）はプラスだったもの
の、オフ期の第2四半期（4-6月）がマイナ
ス、７月は9.2％減と前年を下回った。
　昨年は12.7％増の92万9881人と６年ぶ
りに90万人を突破、今年は95万人を目標
としているだけに、第３四半期、第４四
半期の巻き返しに期待したいところだ。
　ただ、上半期（1-6月）の日本人出国者数
が前年同期比8％減の825万6000人まで落
ち込み、とくに、第２四半期が12％減と
二桁台のマイナスだったことを考えると
グアムは健闘していると言える。
　日本人の海外旅行者数が大きく減少し
ている最大の要因は領土問題による中国
（香港・マカオ含む）、韓国への旅行手控
えにあるが、それらのシフト需要をグア
ムが取り込めていないことが課題の一つ

に挙げられよう。
　国内やハワイは中国・韓国からのシフ
ト需要で伸びており、価格帯からみても
プロモーション次第でグアムへのシフト
需要を拡大したいところである。ただ、
オフ期に航空座席が10％近く減少してお
り、供給の拡大も今後の課題となる。
　ところで、「アベノミクス」効果として、
実体経済とは乖離しているものの、情緒
的に社会全体が「高額志向」にシフトし
ていることは確かなようだ。それが、国
内のちょっと贅沢な旅行やハワイ旅行に
表れている。
　グアムもこれまで常に指摘されてきた
ことだが、「質の向上」を目指すことが何
よりも求められる。
　グアム政府観光局（GVB）は2020年ま
でに、グアムの訪問者数を現在の130万人
から200万人に大きく引き上げる「2020年
プラン」を発表している。200万人のうち

日本人旅行者は120万人が数値目標だが、
同時に「質の向上」と「滞在日数の拡大」を
めざすとしている。
　質の向上と滞在日数を増やすために
は、パッケージの高品質化、ウェディン
グ、MICE、団体旅行を増やさなくては
ならない。そのためにも、グアムのブラ
ンドイメージを高めることが必須になる。
　海外旅行のFIT化が定着しつつある今
日、旅行会社はウェディングとMICEの
インセンティブ・ツアーに注力している。
各デスティネーションも企業の業績回復
と連動して、インセンティブ・ツアーの
誘致にしのぎを削っている。グアムに建
設中の大型MICE用のコンベンション施
設への期待も高い。
　昨年は創立100周年のJTBがグアム3泊
4日、4人で100万円、1人25万円の超高級
パッケージツアーを発売、完売した。これ
は記念商品だが、グアムで最高のリゾー

トライフが過ごせることを立証した。そ
こまでいかなくても、グアムで十分に質
の高い、高額商品の需要はある。
　グアムは今後、日本人はもとより経済
成長するアジア人のためのリゾートとし
て成長していく。それが「2020年プラン」
であると考える。当然、旅行も多様化し、
航空機はレガシーキャリアからLCCまで
運航することになる。
　ホテルも現行の8000室から１万室に拡
大することを目標とするということだ
が、高級ホテルからエコノミーホテルま
で広がっていくだろう。そうした中で、グ
アムのブランドイメージを高めるために
も高級ホテルの誘致をぜひとも望みたい。
　今年はグアム政府観光局開局50周年と
いう。この50年でグアムは日本に最も近
い海外リゾート地となった。次の50年で
は、日本に最も近い高級海外リゾート地
となることを期待したい。　　　（石原）

グアムを最も近い高級リゾートに
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Hilton Guam Resort & Spa

グアムで人気を集めるヒルトンのリゾート力
幅広いマーケットから高い支持

ヒルトン・グアム・リゾート&スパ

グアムでトップクラスのサービスとホス
ピタリティーが受けられると日本人旅行
者に人気の高いヒルトン・グアム・リ
ゾート&スパ。ファミリー、OL、シニ
ア、ウェディング、インセンティブなど
幅広いマーケットで高い支持を受けてい
る。新たにオープンした直営スパ「アユ
アラン」も知名度が上がるとともに、そ
のきめ細かいサービスと豊富なメニュー
の評価も高まっている。来年からは宿泊
タワーの全面リノベーションを開始する
予定。さらにリゾート力をアップさせて
く計画だ。
　　

常に最高のダイニングを提供

　ヒルトン・グアムは、グアムで最初の
インターナショナル・ホテルチェーン。
メインタワーは1972年５月にオープンし
た。現在は３つのタワーで合計646室を提
供しており、それぞれのタワーで異なる
宿泊体験を楽しめるようになっている。
　ヒルトン・グアムでは2014年からメイ
ンタワーの全面リノベーションに入る予
定。その後、徐々に他のタワーの改修も
進めていき、さらにリゾートホテルとし
ての質を高めてい
く考えだ。
　開業以来ダイニ
ングの充実にも力
を入れてきた。現
在は、主に５つの
ダイニング・チョ
イスを提供してい
る。代表格となる
レストランが「ロイズ」。高級志向のパ
シフィック・リム料理は、グアムでも高
い評価を受けており、ローカルやヒルト
ン・グアム以外のホテルに宿泊している
観光客も多く訪れる。
　「フィッシャーマンズ・コーブ」はシー
フード・ダイニング。新鮮な魚介を選
び、それを料理してもらうというスタイ
ルだ。３食ビュッフェタイプの「アイラ
ンダー・テラス」はローカルの人たちに
も大人気だという。ロビー階にある「カ
フェ・チーノ」はペストリーやサンド
イッチなどの軽食を用意したデリ。早朝
出発や深夜到着の宿泊客への利便性を考
えて24時間オープンで営業している。さ

らに、タモン湾を一望しながら軽食やド
リンクが楽しめる「ツリー・バー」は特
に欧米人宿泊客に人気が高い。夜にはポ
リネシアンショーを楽しむことも可能だ。

ファミリー、OL、シニア、
ウェディングで訴求力を強化

　ヒルトン・グアムのマーケットシェア
は現在、日本40％、アメリカ40％、韓国
10％強、その他（中国、台湾、ロシア）
10％弱。日本の海外旅行市場は今年度上
期、急激な円安に少なからず影響を受け
たが、ヒルトン・グアムのジェネラル・
マネージャー安原誠氏は「４〜６月の実
績は前年比とほぼ同じに推移した」と説
明するとともに、「グアムへの日本人旅行
者は増加しており、円安による業績が回
復してきた企業によるインセンティブも
徐々に回復しつつあ
る」と説明する。下
期については、2014
年１〜３月は例年ど
おり期待が持てるも
のの、2013年10〜12
月が「勝負の時期」だ
との見立てだ。
　こうしたマーケッ
ト動向のもと、ヒルトン・グアムでは主
に４つのターゲット向けに訴求力を高め
ていく。まずファミリー層へのアピール
を強化。特に３世代の宿泊客が増えてき
ていることから（安原氏）、キッズ・プロ
グラムに力を入れていく。ヒルトン・グ
アムでは、室内に「Kid’sパラダイス」、
屋外に滑り台やブランコを設けたプレイ
ランドを用意しているほか、多彩なアク
ティビティー・プログラムも提供するな
ど、子ども連れのファミリーに喜ばれる
サービスを充実させている。
　OL層を中心とした女性マーケット向
けには、直営スパ「アユアラン」、ロイズ
での豪華ディナー、ポリネシアンショー
などをアピールするとともに、「ツリー・
バー」での女性向けドリンクも充実させ
ていく考えだ。また、シニア夫婦向けに
は、「タモン地区の中心から離れており、
静かな環境が良い」という声が多いこと
から、ヒルトン・グアム敷地内での過ご
し方を提案していく。そのひとつがタシ・
クラブから海岸のチャペルまで続く遊歩

道での朝夕の散歩。将来的には、遊歩道
沿いにグアムの草木などを植林し、グア
ムらしい環境を整えていく計画だ。
　このほか、ウェディング・マーケット
も引き続き強化していく。アールイズ・
ウェディングの「アクア・ステラ・チャ
ペル」とワタベ・ウェディングの「セン
ト・プロバス・ホーリー・チャペル」を
アピールしていくほか、恋人岬をバック
にした写真撮影など挙式以外の演出にも
こだわっていく。

直営スパ「アユアラン」、
認知度アップに合わせて人気も上昇

　昨年オープンしたヒルトン・グアム直
営のスパ「アユアラン」も引き続き評
判を集めている。13名のスタッフのうち
セラピストも含め４名が日本人。利用者
からは「言葉の面からも安心してトリー
トメントが受けられる」という声が多く
聞かれているという。オープン以来、認
知度も確実に上がっており、現在のとこ
ろ、利用者の６割がヒルトン・グアム宿
泊者、４割が他のホテルの宿泊者となっ
ている。
　コンセプトは、自然の力を使って人間
の本来持っている五感を目覚めさせ、身
体のなかからキレイにするというもの。

「こころ」と「からだ」の調和を大切に
している。トリートメントルームは５部
屋。そのうち３部屋がダブルとなってお
り、カップルでの利用も可能だ。
　ボディーコースで人気を集めているの
が「バリニーズ・マッサージ」。指や手
の平を使って、経絡、経穴、筋肉にアプ
ローチをするマッサージで、疲労回復や
緊張をほぐす効果がある。また、頭だけ
でなく、首、肩、デコルテ、腕など頭部
まわりをケアするトータルトリートメン
トのヘッド・スパも人気だという。
　フェイシャルコースでは、場所がグア
ムだということもあり、たっぷりビタミ
ンＣを補給し、日焼け後の疲れた肌を回
復させる「ビタミン・フェイシャル」を受
ける利用者が多い。また、ハーブテント
も好評だ。一人用のテントの中に座り、
イスの下からハーブの有効成分を身体に
取り入れるもの。グアム初登場のトリー
トメントとして注目度も高い。
　このほか、アユアランでは、ラグジュ
アリーなパッケージ・メニューや挙式前
のブライダルメニューも用意し、さまざ
まなニーズに応えている。今後もリラッ
クスできる環境づくりを進め、リゾート
感を出したサービスを提供していきたい
考えだ。
　
エンターテイメントで
グアムをもっと楽しく

　ヒルトン・グアムの敷地では昨年、ジッ
プ・グアムのオペレーションで「ジップ
ライン」が新しいアトラクションとして
加わった。体をハーネスで固定し、空中
に張られたワイヤーを、ターザンのよう
に滑り降りるというソフト・アドベン
チャー。全６コースで、空中からグアム
らしい風景が楽しめると評判が高まって
いる。

　ヒルトン・グアムでは、遊歩道の整備
など敷地内でのアトラクションを充実さ
せていくほか、ヒルトン・グアム以外の
エンターテイメントでも宿泊者に最新情
報を積極的に紹介していく考えだ。
　「グアムの最大の魅力は、日本からたっ
た３時間で来られるところ。時差も１時
間しかない」と安原氏。今後も、最も気
軽にアメリカを体験できるデスティネー
ションとして、グアムを継続的にアピー
ルしていく必要性を強調した。

ロイズ

フィッシャーマンズ・コーブ

アイランダー・テラス

ジェネラル・マネージャー
安原誠氏

アクア・ステラ・チャペル

セント・プロバス・ホーリー・チャペル

直営スパ「アユアラン」

ジップライン

トロピクスBBQ
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グアム政府観光局設立50周年
日本とグアムの観光の歴史を振り返る

グアム政府観光局設立50周年の歴史

　1963年
グアム政府観光局の前身の組織となる「グアム ツーリ
スト コミッション」発足。

1967年
5月1日、パンナムの一番機PA819便がグアムへ飛び
立った。運賃はエコノミークラス往復6万8600円、23
日間周遊運賃で5万150円だった。大卒初任給2万円の
時代である。
●PA東京↔グアム線就航、乗客109名（5/1）
●PAホリデー・ツアー、グアム商品発売（9月）
●コンチネンタル／エア・マイクロネシア（CO）設立（11月）

1968年
11月14日には1000組目のカップルが来島した。
●東急航空、グアムとサイパンのホールセール開始、グアム

へのハネムーン時代を築く（3月）
●藤田観光、フジタ・タモンビーチ

ホテル開業（12/15）
●PA東京↔グアム線、週4便に増

便（12/2）

1969年
1969年は、一躍グアムがブームになった年で、PAの
グアムキャンペーンをはじめ、繊維メーカーのファッ
ション撮影やアイドル・グラビアなど、一般紙や雑誌
が大きく影響した。マーケットは、20歳前後の学生、
OL、そしてハネムーナーがほとんど。
●CO沖縄↔グアム線、週2便に増便（1/7）
●PA東京↔グアム線、デイリーに。東京↔大阪↔グアム

線、週3便で開設（6/1）
●ダイヤモンドツアー、グアムのホー

ルセール開始（7月）
●グアム東 急ホテル、オープン
（11/10）

1970年
日本航空（JL）がグアム線を飛ぶことになったのが10
月1日。火・木・土の週3便、11:30東京発、15:50グ
アム着のデイフライトが注目を集めた。これに伴い、
各社のグアム商品もかなりのボリュームとなり、ルッ
ク、ジャルパック、ジェットツアー、ダイヤモンドツ
アーがしのぎを削ることになる。前年にも増してハネ
ムーンの海外旅行ブームは進み、1月26日の大安、PA
の1フライトに54組の新婚さんという「最多ハネムー
ン客輸送」の記録が樹立。乗客119人のうち、実に108
人がハネムーナーであった。この目覚しいグアム観光
の伸びに呼応して、グアム政府は新たにグアム観光局

（GVB＝Guam Visitors Bureau）を設置し、急増する
来島者へのサービスを始めた。初代局長はフランク・
F・ブラス氏。
●ジャルパック、グアムのホールセール開始（7月）
●グアム観光局（GVB）発足（7/1）
●JLグアム線就航（10/1）
●ニッポンレンタカーグアム、開業（10月）

1971年
グアムへのハネムーン熱はとどま
るところを知らず、いつも満席、
１年先まで予約はいっぱいという
状況。９月にはグアム政府が「パ
ラダイス・プラン」と呼ばれる観
光施設の整備５ヵ年計画を発表。
恋人岬の施設改良工事や公園／海
岸の総合的整備、アガナ・タムニン湾の開発など、総
計41のプロジェクトからなり、1975年に完成した。
●グアム第一ホテル、グランドオープン（3/1）
●DFSグアム開業（3月）
●JL週6便に増便（4/1）
●JL大阪線開設（9/1）
●GVB「パラダイス・プラン」発表（9月）
●PA、東京↔グアム線にジャンボ機（B747型機）就航
（10/31）

1972年
２月15日、グアム・ヒルトンがオープン。
11月４日には、グアム・ホテルオークラがオープン。
●元日本兵横井正一さん発見（1/24）
●グアム・ヒルトン、オープン（2/15）
●バンクオブグアム設立（3/13）
●マッハ、グアムのホールセール開始
（3月）

●JL、グアム線にジャンボ機導入、
デイリー運航開始（4/1）

●はとバス旅行、グアムのホールセール開始（5月）
●阪急、グアムのホールセール開始（5月）
●グアム日本人会発足（8/17）
●グアムホテル＆レストラン協会設立（8/28）
●グアム・シーサイド・ビラ、オープン（8月）
●フジタ・タモンビーチホテル、150室増設（10月）

1973年
ＰＡも朝便にスケジュールを変更し、ジャンボ機を投
入、計週10便となった。
●団体査証申請手続き改正（1月、10月）
●横井正一さん、ハネムーンでグアム来島（3/13）
●カントリークラブオブザパシフィック （SHOBU GUAM）

開業（3月）
●PAグアム線20万人目の旅客達成（4

月）
●JTBインターナショナル、グアム事務所

開設（4月）
●グアム補習授業校開校（5/20）
●神原汽船、グアム、ラバウルへ「トロ

ピカル・レインボー」号定期航海開始
（7/1）

●日本旅行ミクロネシア設立（8/1）
●ホテル・グアム・カクエイ、オープン（11月）
●ホテルジョイナス、ショッピングセンター開業（12月）

1974年
６月28日に日興開発のグアム・リーフ・ホテル（300
室）がオープン。一方で世界的なオイルショックによ
り、日本市場は不況への兆しを見せ、１、３、７月の
３回にわたって日本発航空運賃が値上げ。ツアー料金
にも影響し、翌年からのグアムへの客足は落ちること
になる。
●ホテル（W.T.C）グアム、オープン（5/26）
●ITCホテル（Guam International Trade Center Inc）

開業（5/26）
●グアム行き団体用ビザ廃止（7/15）
●グアム・ヒルトン、オープン（10月）

1975年
オイルショックと不況の波を受け、一時の飛ぶ鳥を落
とす勢いが影を潜めた。一方、GVBの活動は活発とな
り、ボダリオ知事とロバート・ジョーンズGVB理事長
は4月15日、GVB日本事務所の開設を表明。また外務
省は7月1日、グアムに日本総領事館を開設した。
●ジェットツアー・グアム・インク設立（1月）
●ボダリオ知事、ロバート・ジョーンズGVB理事長来日、日本

事務所開設を表明（4/15）
●グアムに日本総領事館開設（7/1）
●在ハガッニャ日本国総領事館開設（1994年4月1日アガ

ナより名称変更、7月）

1976年
かねてから要望の強かったグアム観光局日本事務所が
1月23日、東京／有楽町に開設された。
●GVB日本事務所オープン（1/23）
●台風“パメラ”直撃で被害甚大（5/21）
●ボダリオ知事、観光客受け入れ再開宣言（6/1）

1977年
コンチネンタル航空（CO、現ユナイテッド航空）の東
京⇔サイパン⇔グアム線就航。10月1日より、グアム
とサイパンを核としたマイクロネシア・ツーリズムが
幕開けする。PAがグアムをデビューさせ、今度はCO
がマイクロネシア全体をデビューさせるという、PAか
らCOへ主役の座がバトンタッチされた感がある。
●ドッグレース登場（2/18）
●長崎県対馬と姉妹縁組（2/21）
●PAグアム就航10周年（5/1）
●CO東京↔サイパン↔グアム線開設（10/1）
●日本の運転免許でドライブOKに（10/31）

1978年
●B&G財団「第一回B&G少年の船」（5月）
●成田空港開港（5/20）
●PA大阪↔グアム廃止（10月）、JLが引き継ぐ（11月）

1979年
4年間の低迷脱し、リゾートブームへ。
●上半期の日本人客は前年比22％の9万2250人で復調
●エア・ナウルが鹿児島↔グアム線週2便で開設

1980年
1980年の旅行業界を取り巻く経済状況は、1973年の
第一次オイルショック以来の最悪の状態だった。世界
的インフレによる現地地上費の増大、流動的な円安傾
向、そして燃油価格の高騰による航空運賃の値上げが
旅行商品の買い控えにつながり、海外旅行需要も冷え
込み、初のマイナス成長となった。
●兼松JATA会長がグアム商工会議所総会で講演（4/29）
●PICオープン（10/1）
●CO、ノースウエスト航空（NW、現デルタ航空）、東京↔

グアム線への参入申請（12月）

1981年
●グアム・マラソンに日本人初参加（3/28）
●GVB、ポートピア’81で「グアム・デイ」開催（4/25〜29）
●NW、東京↔グアム線週2便で開設（4/30）
●グアム政府、タモンビーチ清掃作戦開始（9月）

1982年
グアム国際空港に新ターミナルが落成した。1978年
から３年がかりで建設が行われていたもの。建設費用
は約110億円で、以後20年間の需要増加に対応できる
施設として建設された。4月6日にはグアムに初の定期
路線バスが運行を開始。「シャトル・トランジットIBUS

（イバス）」と呼ばれ、旅行客を対象にタモン湾のホテ
ル街とアガニアのショッピング街を結んだ。12月には
ココス・アイランド・リゾートがオープンした。
●グアム国際空港新ターミナル、オープン（1/19）
●読売巨人軍のグアムキャンプ（1992年まで）
●NW東京↔グアム線、週4便増便（7/12）
●全日空、チャーター便就航（11月）

1983年
●ココス・アイランド・リゾート・ホテル、グランドオープン
（1/22）

●全日空ハローツアー（株）設立（2/23）
●ハローツアー、83年上期グアムに新規参入
●CO、名古屋↔サイパン↔グアム線デイリー開設（4/1）
●阪急グアムツアーズインク設立（4/4）
●日米航空交渉開催、COの東京↔グアム線週4便就航

決定（12/12、13）
●グアム・プラザ・ホテルがオープン（12月）

1984年
●CO、東京↔グアム便を週4便のデイフライトで就航
（3/18）

●CO、上半期26％増の9万5960人の輸送実績
●グアム・ヒルトン新館オープン（7/18）
●耀華号利用の「トロピカル・アイランド・クルーズ」発売
（9/3）

●東急東北営業本部、サイパン・グアム「少年の船」発売
（10月）

1985年
●中曽根首相、安倍外務大臣ご一行、グアムに立ち寄る
（1/13）

●NW、日本↔グアム間の増便申請（1月）
●全日空、グアム線を申請（7/25）
●R&Cツアーズ発足、グアム手配開始（10/28）
●ヒットツアーズグアム設立（10/29）

1963年にグアム政府観光局の前身の組織となる「グアム ツーリスト コミッション」が発足してから、
今年で50周年を迎える。その後1967年5月1日、パンナム（PA）機が109人の日本人観光客を乗せて
初めてグアムを訪れ、グアムと日本の観光の交流がスタートした。当時は、首都アガニア地区にホテルが
１つ存在するのみだったという。ここでは、グアム観光50年の歴史を振り返る。

1970年代当時のタモン湾



（7）（第３種郵便物認可） 2013年（平成25年）9月2日  増刊第2168号

GVB 50th Anniversary

＜資料提供＞グアム政府観光局

●ヒットツアーズ創設（12月）
●JTB「パシフィック・ミクロネシア・ツアーズ」設立（12月）

1986年
●76年ぶりハレー彗星フィーバー、グアムは絶好の観測地
●ハローツアー、全日空利用のホールセール開始（2/10）
●全日空初の国際定期便（東京↔グアム線）、週4便就航
（3/3）

●全日空、タモン↔アガニア間にシャトルバス・サービス開始
（4/3）

●JL、大阪↔グアム便で往復2便サイパン寄港開始（4/3）
●ジョーンズ・ビーチリゾート、オープン（6/7）
●ウィンドワードヒルズカントリークラブ（旧グアム高山ゴルフ

クラブ）設立（7月）
●グアム第一ホテル新館オーシャンビュータワー、オープン
（8/1）

●「アメリカ横断ウルトラクイズ」がグアムPIC前のビーチで
開催（9/7）

●アルパン・ビーチ・クラブ（ABC）オープン

1987年
●相鉄トロピカーナホテル開業（4/1）
●グアム観光20周年記念式典、グアムで開催（5月）
●CO、福岡↔サイパン↔グアム線就航（6/1）
●パシフィックスターホテル、オープン（6/18）
●ホテルサンルート開業（12月）

1988年
●初穂C.C.営業開始（3/1）
●グアム日産自動車（株）開業（3/9）
●CO、沖縄↔グアム↔サイパン線開設（4/22）
●マイクロネシアモール開業（10/10）
●米国の査証（B-1、B-2）免除（10/15）
●アトランティス・サブマリン、営業開始（10月）

1989年
●グアム日本人学校開校式（4/15）
●JL、名古屋↔グアム線開設（11/4）

1990年
●ピア・リゾート開業（6月）
●CO、札幌↔グアム↔サイパン線開設（7/2）
●CO、仙台↔グアム↔サイパン線開設（7/9）
●（株）ジェーシービー（インターナショナルマイクロネシア）

設立（10/19）
●COが札幌線と仙台線を週4便に増便（10月）
●ホリデープラザホテル開業（11/19）
●サンドキャッスル、オープン（12月）

1991年
●湾岸戦争勃発（1月）
●パレスホテル・グアム開業（4/20）
●知事ら10人のミッションが日本を訪問。安全なグアムを 

アピール（4月）
●パレスホテル・グアム（403室）オープン（4月）
●COが仙台線を週6便に増便（4月）
●NW、名古屋↔グアム↔サイパン線開設（8/1）
●CO、福岡↔グアム↔サイパン線開設（8/5）
●P.I.C.グアムの「デラックス・タワー」（283室）オープンと

ウォーターパーク、3倍の広さでリニューアル（10月）
●千葉県柏市長 鈴木眞氏とグアム準州知事ジョセフ・F・

アダ氏（Joseph F. Ada）が柏／グアム友好都市提携
を結ぶ。（11/30）

●ホテルニッコーグアム（500室）開業（12/21）
●タモンベイキャピタルホテル開業（12月）

1992年
●マンギラオG.C.オープン（4/1）
●コロンブスアメリカ新大陸発見500年、復元船サンタ 

マリア号アプラ港に入港（3/29）
●マンギラオゴルフクラブ（ティエイチコーポレーション）開業
（4/20）

●オンワードアガニャビーチホテル（285室オンワードビーチ
リゾート）開業（5/23）

●ピアマリン開業（7/27）
●初穂グリーンパークホテル（62室）開業（8月）
●コンチネンタル・ミクロネシア航空（CS）、コンチネンタル 

航空（CO）の子会社として独立（11月）
●アガナ日本人学校文部省認定校に認定される（12/18）

1993年
●アンダーソン空軍基地のビーチ開放で、スターサンド・ 

プライベート・ビーチ・クラブ誕生（1月）
●ココス・アイランド・リゾート開業（4/24）
●タロフォフォゴルフリゾート開業（4月）
●アルパンビーチタワー開業（6/18）
●グアム・ヒルトンの新館「マガラヒタワー」（237室）オープン
（6月）

●ハイアット・リージェンシー・グアム（455室）開業（10/1）
●GVBがACC全日本CMフェスティバルで大賞を受賞
（11月）

1994年
●グアムインターナショナルカントリークラブ設立（3/1）
●GVBが大阪オフィス開設（6月）
●グアム島終戦50周年日米合同慰霊祭（7/18）
●チャモロビレッジ完成（総額1,000万ドル、7/21）
●スーパーKマート開業（広さ168,000平方フィート、8/6）
●関西国際空港（関空）開港（9/4）
●DFSグアムがタモン地区（サンビトレスロード）に本店オー

プン（10月）
●グアムへの全渡航者数が100万人を突破（12/7）
●全日空、大阪↔グアム線就航（12/21）
●ユナイテッド航空（UA）、大阪↔グアム↔サイパン線開設
（12月）

1995年
●ラデラタワーオープン（1月）
●GVBが神戸救済基金設立（2月）
●アシアナ航空、ソウル↔グアム線開設（4/1）
●GVBが第48回広告電通賞のサービス文化部門賞を 

受賞（6月）

1996年
●パークホテル開業（3月）
●ウェスティンリゾートグアム、ソフトオープン（12/20）

1997年
●グアムグランドホテル（100室）オープン（3月）
●GVBがグアム大夏祭開催（7〜8月）
●H.I.S.グアムインク開業（10/17）
●グアム・ファクトリー・アウトレット・バイ・ワイケレ（現GPO）、

オープン（10月）
●グアム日産自動車（株）設立（11/18）

1998年
●GVBがスプリング仙人キャンペーン実施（2〜4月）
●アルテグアムリゾートインク開業（5/27）
●CSが新潟線、岡山線を週2便で運航開始（7月）
●GVBが第2回大夏祭開催（7〜9月）
●シャーウッド・リゾート・グアム（335室）オープン（8月）
●クリントン米大統領来島、知事事務所の広場で式典開催
（11/23）

●サンタフェ・オン・ザ・ベイ（112室）オープン（11月）
●GVBがロマンスグアムキャンペーン開始（11月〜）
●GVBがグアムラブアイランド宣言開始（12月〜）

1999年
●読売巨人軍投手陣キャンプ（長嶋茂雄監督、1/25）
●アウトリガー・グアム・リゾート（600室）開業（7月）
●プレジャーアイランド、オープン（7月）
●GVBが第3回グアム大夏祭開催（7〜9月）
●ロイヤル・オーキッド・グアム（207室）オープン（9月）
●P.I.C.グアムの新館「ロイヤルタワー」（292室）オープン
（11月）

●グアム第一ホテルのガーデンヴィラ（98ユニット）オープン
（11月）

2000年
●GVBが楽しさエンドレス グアムキャンペーン実施（1〜6月）
●グアム準州50周年（8/1）

2001年
●米国同時多発テロを受け、グアム国際空港閉鎖（9/12）
●日本8都市でグアムリカバリーキャンペーン（10月）
●柏／グアム友好都市提携10周年 （１１月）

2002年
●日動火災海上保険（株）設立（2/1）
●ジャルパックインターナショナルミクロネシアインク設立
（3/1）

●アマンテスチャペル　オープン（4月）
●セント・プロバス・ホーリー・チャペルオープン（4月）
●グアム政府観光局、600万ドルの予算で、ファミリー向け

キャンペーン「ハッピー・ファミリー・キャンペーン」ならびに
ウェディング・キャンペーン（5万円の商品券プレゼント）、
グループキャンペーン（１人につき$20商品券をプレゼン
ト）を実施（7月）

●グアム政府観光局「ゼクシイ ブライダルフェスタ2002」に
て、特設グアムホールを設置（7月）

●ガーデンビラホテルオープン（10月）
●大型台風「ポンソナ」上陸。観光客を含め、死者、ケガ人

ゼロ。その後2週間以内に通常パッケージツアーの受け
入れ開始（12月）

2003年
●SARS騒動が勃発するも、グアムでは感染例のないこと

を確認（5月）
●新コマーシャル「さあ南へ。日常から ３時間 GUAM」

発表（12月）
●読売巨人軍グアムキャンプ（12月）
●グアム美化開発計画実施。電線と下水道を地下に埋め

込み、ホテルロードの両側にヤシの木を新たに植え、景
観の良い緑豊かな遊歩道を作る。（12月）

2004年
●BSE騒動が発生するも、米農務省ならびにグアム公衆

衛生局の調査で、該当輸入牛肉はグアムに存在しない
ことが明らかに。（1月）

●グアム政府観光局、札幌観光協会との姉妹協会提携
10周年（1月）

●ココパームガーデンビーチオープン（3月）
●第１回グアム・インターナショナル・テニス・オープン実施 
（4月）

●クリスタルチャペル〜風の教会〜オープン（11月）

2005年
●中部国際空港（セントレア）開港（2/17）
●セント・マリア・アレーナ・チャペル、オープン（4月）
●CS広島↔グアム線、週2便で就航（4/7）
●CS広島↔グアム線、週4便に増便（7/7）
●「タモン・ベイ・シーライフ・パーク」発表（10/13）
　自然保護地区であるタモン湾を「タモン・ベイ・シーライ

フ・パーク」と名付け、そこに生息する熱帯魚を紹介する 
パネルを設置、一般公開（これは既存のビーチ付近に、
案内パネルを設置するもので、特に入場料などはかから
ない）

●グアム政府観光局とJCB、観光振興を目的としたグアム
プロモーション施策を開始（12/16）

2006年
●喫煙規制に関する「ナターシャ保護法」の実施が決定
（6月）

●グアム政府観光局主催、第１回 
グアム  ココ・ロードレース 実施

（参加者390名）（10月）
●「ブルーアステール」オープン
（12月）

●ヒルトングアムリゾート＆スパに 
タシクラブオープン（４月）

●フィエスタ・リゾート・グアムオープン（３月）
●セントラグーナチャペルオープン（9月）

2007年
●日本−グアム観光交流40周年（グアムへの直行定期便

開設４０周年）
●熟年・シニア層拡大のため「ありがとう」40周年キャン

ペーン実施
●セカンドハネムーン市場の開拓
●おやじバンド in GUAM開催
●シェラトンラグーナグアムリゾートオープン（4月）
●コンチネンタル航空日本就航30周年（東京↔サイパン↔

グアム線）
●日本人観光客来島者累計2000万人突破

2008年
●グアムアウロラリゾートヴィラ＆スパ誕生（4月）
●ペットキャリーグアム運営開始（8月）
●大韓航空、大阪↔グアム線就航（12月）
●ルビーチューズデイ、フーターズ、チリズ、マルガリータ 

など、日本未上陸のレストランが登場

2009年
●ジュエルバイザシーがオープン（4月）
●ESTA（電子渡航認証システム）スタート
●ココス島でココバードの一般公開開始

2010年
●「第一回グアムチャモロダンス 

アカデミー」開催（1月）
●ココバードがグアム島のイメージ

キャラクターに
●グアムアイランドフィエスタツアー

開始
●ジェットショップ・ホープ、オープン
（8月）

●日本航空グアム就航40周年（東京↔グアム線）

2011年
●「リナラ」グアムビーチ＆カルチャーパークオープン（6月）
●「ラッテオブフリーダム」グランドオープン
●日本人医師による「旅行者クリニック」オープン
●デルタ航空就航30周年（旧ノースウエスト航空／東京

↔グアム線）
●BIG・サンセット・バーべキュー・クルーズ開始

2012年
●スパ・アユアランオープン（11月）
●修学旅行年間100校突破
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グアムの大自然を楽しみながら体験
団体旅行、修学旅行で高い満足度の理由は？

ババコーポレーション

グアムの海の生態系を学習
修学旅行の素材に最適
　グアムの海の生態系を楽しく体験でき
るアトランティスサブマリンは、高い学
習効果が期待でき、修学旅行に最適な素
材。潜水艦の定員は最大48名で、まるご
とチャーターも
可能、増便のア
レンジにも対応
する。
　潜水場所のア
プラ湾には、グ
アムに生息する
約400種のサンゴと800種以上の魚の多く
を観察することができる。またサメやウ

ミガメといった大型海洋生物に遭遇す
ることもしばしば。潜水艦が潜る水深40
メートルは、一般のスキューバダイビン
グの限界深度とほぼ同じ。大きな機材を
わざわざ担ぐことなく、海中探検が誰で
も気軽に楽しめる。
　企業の団体旅行にも
多彩なアレンジを提供
　各種団体には、送迎用大型バス（定員
53名）の手配や、潜水艦発着ポイントを
結ぶシャトルボート（片道15分程度）上
でのスピーチができる他、オプション（有
料）となるが、企業名等のバナーをシャト
ルボートの発着所に掲出するなどのサプ
ライズ演出も可能だ。

日系企業としてグアムで40年以上にわたり、質の高いサービスときめ細かな対応を心がけてきたババコーポレーション。
グアムの大自然を体験できるアトラクション「アトランティスサブマリン」と「ココパームガーデンビーチ」は業界からの信頼度も高く、
社員旅行やインセンティブをはじめとする企業の団体旅行、さらに修学旅行において高い満足度を約束してくれる。

ココパームガーデンビーチ  大自然に恵まれたプライベートビーチだからこそ思い出に残る団体旅行を実現

アトランティスサブマリン  本物の潜水艦でグアムの海中を楽しく散策

ニッポンレンタカーグアム／バーガーキング

本物の潜水艦に乗れる
日本ではなかなか味わえない貴重な体験をグアムで！

アトランティスサブマリンの6つの特徴

１

身長92センチ以上であれば、誰でも参加できる
年齢制限がないので、子供からシニアまで楽しめる2

海洋自然保護活動に協力
アトランティスサブマリンは、グアム大学が米国連邦政府から助成金を受
けて行う海洋自然保護活動の正式協賛企業に認定されている。実際に調査
で潜水艦が利用されるケースもあり、利用客への海洋環境保全の意識向上、
ウミガメや魚の生息状況把握への協力、ギフトショップ内での活動募金な
ど、海洋自然保護活動に関するさまざまな取り組みを行っている。

修学旅行、企業団体にも
高い学習効果
　手つかずの自然を活かした豊富な自然
学習プログラムは、修学旅行におすすめ。
ヤシの木やココナッツの利用法を学んだ
り、自然遊歩道を歩きながら熱帯植物の
観察やグアムの地質を探るなど、学習素
材は豊富だ。
　敷地内で発見された土器の破片や鏃
（やじり）から約1000年前のチャモロ人の
生活の様子を学んだり、自然環境と共存
するココパームガーデンビーチの開発経
緯についてレクチャーを受けるなど、教

育旅行のみならず、企業団体においても
高い学習効果が期待できる。また記念植
樹など、社会貢献活動の一環として利用
するケースも増えている。

プライベート感を高める
「カバナ」も
　グアムの大自然の中でプライベート感
を高めるには「カバナ」の利用がおすす
め。カバナ飲み物セットには、クーラー
ボックスに入った飲物４本とスナック、
おしぼりが付く。小グループや三世代
ファミリーなど、よりリラックスした気
分で体験できる。

MICE関連のお問い合わせは
ババコーポレーション 粟田
Tel:（671）649-5050　E-mail: awata@babacorp.net
団体旅行など、MICE関連の問い合わせは上記連絡先まで。
現場ですぐに対応できる態勢を整える。

旅行会社専用サイトで最新情報を
ババコーポレーションでは、日本の旅行業界向けに専用
ウェブサイトを開設している。アクセス方法は、各ウェブサ
イト（http://www.atlantis-guam.com または http://
www.cocopalm-guam.com）の右下にある「業界のみな
さまへ」をクリック、ユーザー名「touragent」とパスワー
ド「guam」を入力するだけ。専用ウェブサイトでは、最
新の料金表をはじめとする各種資料のほか、FAQや画像の
ダウンロードが可能だ。

レンタカーとのセット利用がお得
各種キャンペーンも展開
　日本でもお馴染みの「バーガーキング」
や「ニッポンレンタカーグアム」もババ
コーポレーションによる運営。レンタ
カーと「アトランティスサブマリン」また
は「ココパームガーデンビーチ」のセッ
ト割引や、レンタカーとバーガーキング
を組み合わせた「らんらんキャンペーン」
など、お得なプランにも注目したい。
　「らんらんキャンペーン」は、エコノ

ミークラス車を対象
に、各種特典付きの
割引料金を設定。特
典は、レンタル期間
によって、バーガー
キングのクーポン券
やTシャツ、バッグ
のプレゼントなどが付く。
　ニッポンレンタカーで人気が高いの
は、最新型ムスタングのオープンカー。
グアムの青空のもと、開放的なドライブ
が楽しめる。またバーガーキングは、修学

旅行のケータリングとして利
用できる他、実際の注文のや
り取りが生の英語を使える機
会として語学教育にも活かせ
ることから、注目されている。

抜群の透明度を誇る海は、多くの人気アイドル
の撮影場所にも選ばれるなど注目を集める。白
砂のビーチを舞台に、イベントや自然散策、植
樹など、さまざまな企画を

デイツアーからサンセットディナーまで、多彩
なコースを用意。グアム滞在中の予定に合わせ
て計画できる

シュノーケリングやカヤックはもちろん、ジャ
ングルの中の洞窟ツアー、ビーチスパでのマッ
サージ、四輪バギー（ATV）など、グアム島でも
数少ないアクティビーも

綱引きやフラッグレース、ビーチバレー、大脱
走リレーなど、団体向けにはビーチスポーツ大
会がおすすめ。他にも、キャンプファイヤー、
洞窟探索ツアーなど、組み立て自由

団体利用は20名〜最大350名まで。おすすめは
午後発のビーチ＆サンセットディナーのツアーで
100名以上で完全貸切可能。また午前中に出発す
る昼食付きコースも人気で、こちらは最大50名だ
が、50名以上で利用する場合は要相談

35名以上の参加で、専用バスによる送迎を提供

ライフジャケット完備、AED常備に加え、ライフ
セーバー、ビーチスタッフをはじめ、スタッフ全
員が救護トレーニングを受講するなど、安全対策
は万全

水道、電気の供給がない大自然の中でも、水洗トイ
レや温水シャワー、エアコンの効いた部屋など、
快適に過ごすことができる

心から楽しいひとときが過ごせるように、スタッ
フ全員がサポート。高い満足度を約束

「団体旅行の目的」を
達成できる9つの魅力

約45メートルの海底体験が、普段着のままでOK
空調完備の艦内で、快適な海中散歩を楽しめる3

よほどの悪天候でない限り、雨の日も催行
雨が降っても海中はクリアで、環境も安定4

希望の便を選べるので、予定が組みやすい
ツアーは通常1日6便運航で、ホテル送迎付き5

厳しい運航管理と整備基準により高い安全性
1988年のスタート以来、無事故を誇る6

選びやすいスケジュール2

美しい自然1

多彩なアクティビティー3

豊富なチームビルディング4

貸切もOK5

専用バス6

安全7

清潔で快適8

スタッフ全員がサポート9
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JTBワールドバケーションズ JTB World Vacations

ジャルパック JALPAK

Travel Agency Report

家族旅行の多様なニーズに応える
ウエディング、シニア層へも新たな取り組み

旅行会社レポート

パッケージ旅行のシェアが高いグアム。最近の傾向として、家族旅行の好調ぶりを挙げ
る旅行会社は多い。夏休みや年末年始、春休みなどのピークシーズンはもちろん、学校
の時期に関係ない赤ちゃん連れ、未就学児を連れた家族旅行が値段の安いオフ期に増え
ているという。こうした家族旅行形態の多様化に対応すべく、各社新たなサービスを打
ち出している。またウエディングやシニア層への新たなアプローチにも積極的だ。

円安の向かい風をしのぐ

　JTBワールドバケーションズによる
と、ルックJTBのミクロネシア方面（全
国発着）の13年上期販売見込みは前年比
103％の13万6000人で、上期の設定目標ど
おりとなりそうだ。下期も前年比103％を
クリアすれば、年間計画通りの販売人員
28万7000人（前年比103％）に到達する。
数字上は順調な上期だったといえる。
　しかし目標達成の道筋は平坦ではな
かったという。今上期は「円安が影響し
たうえ、東京ディズニーランド30周年や
国内線LCCの就航効果で沖縄旅行の人気
も上昇したため、ミクロネシアには向か
い風となった」（福嶋氏）。
　またゴールデンウィークの販売は休日
の日並びにも左右され昨年より全体的に
苦戦した。このマイナス分をゴールデン
ウィーク明けのオフ期に対策商品を打っ
て何とか持ち直したというのが実態だと
いう。
　夏の主力商品「わいわいファミリー」
についても、国内旅行好調の影響を受け
たが、子供代金半額やジュニア代金半額
の施策、ベネッセコーポレーション監修
の「英語を話そう」イベントを今年も継
続。また夏休み自由研究プランも充実さ
せた事で、昨年好調だった数字には届か
なかったが、それに近い販売人員を今年
も確保した。

さまざまな家族旅行に対応

　家族旅行需要は、年間を通じてグアム
旅行の主力となっており、ルックJTBで
は年間でその取り込みを強化している。
夏休みの主力客層となるのが小学生以上
の子供と両親の家族旅行であるのに対
し、夏休み以外の特に価格が下がる時期
には、学校のスケジュールに縛られない
未就学児童と両親の家族旅行や３世代の
家族旅行の割合が相対的に上昇する。
　このためルックJTBは、季刊発行の黄
色いパンフレットの中の「家族でグアム」
コースで、子供代金半額を通年で用意し
ている。またミキハウス子育て総研認定
の「ウェルカムベビーの部屋」も好評。
３年目を迎え、家族旅行者にも浸透し、
指名買いもあるという。「今後は内容も再
度見直しを加えブラッシュアップしてい
く」（福嶋氏）との方針だ。
　３世代旅行に対しては「初めての３世
代旅行にもおすすめ」をうたった「ファ
ミリースマイルグアム４・５・６日間」
を設定。さまざまな特典を用意して３世
代旅行を支援している。たとえば６名以
上のグループには、１人2000円割引の適
用や空港～ホテル間の往復送迎に専用車
を用意（１日２組限定）する。
　こうした取り組みにより「赤ちゃん
連れにも優しい『ウェルカムベビーの
部屋』、子供の夏休みに最適な『わいわ

いファミリー』、３世代家族旅行商品な
ど、ルックJTBとして家族旅行需要に幅
広く対応し、赤パンフ・黄パンフ、ウェ
ブ商品、さらにガクタビと、オールクラ
スター、オール年代に対して、いつでも
ルックJTBでグアム旅行を楽しんで頂け
るような態勢を整えていきたい」（福井
氏）としている。

シニア層のニーズにも目配り

　一方、シニア層向けには、今年度より
「２人で100歳プランのお部屋」プランを
設定。対象のホテルでは、追加代金なし
で部屋にフットマッサージ機や携帯うち
わ等のアメニティーを用意する。「シニ
ア層は、絶対数はまだ少ないが、50歳以
上の伸び率は高く今後ますます期待でき
る」（福嶋氏）
　またグアムといえば、ビーチアクティ
ビティーのイメージが強いことから、海
に入らなくてもシニア層も楽しんでいた
だける滞在中の過ごし方提案として、自
然と歴史を巡る「南部観光プラン」や「ハ
ガッニャ史跡巡りツアー」をオリジナル
で設定。さらにアクティブなシニア層へ
学びの提案として、「少人数制ダイビング
ライセンス取得」のオプショナルツアー
も用意している。
　他にも、社員旅行をはじめとするグ
ループ旅行への取り組みも強化。今下期
からはパンフレット上でグループ特典を

「グループ応援」としてコラム枠で掲載。
10名以上のグループを対象とした特典
で、空港↔ホテル間の専用車送迎、特定
レストランや一部ホテルでの特典提供、
オプショナルツアーの割引特典に加え、
さらに期間限定で35日前までの早期申込
み特典として、おとな総額50ドル分の割
引クーポン冊子プレゼントなど、全部で
５つの特典を用意した。「秋のシーズンに
ウエディングと並んで期待されるグルー
プ旅行の取り込みを図りたい」（福嶋氏）
としている。

ウエディング販促に新アイデア

　ウエディング需要の取り込みについて
も、現地でのブライダルフェア開催とい
う新しいアイデアを投入。現地でしか体
験できない事を実際に見て体験し、リ
ゾートウエディングの良さを実感でき
る「ルックJTB体感型ブライダルフェア
in Guam」を来年２月と３月に計３回開
催する。現地フェア参加後の成約特典も
用意。まさにグアムという近いデスティ
ネーションならではの企画で、海外挙式
を検討しているカップルはもちろん、母
娘などの参加も見込む。

ファミリー需要の取り込みをより幅広く
未就学児や3世代需要にも商品対応

東日本販売本部　ミクロネシア部 企画チーム
福嶋淳子チームナネージャー（左）
福井独氏（右）

海外商品企画第1部　ハワイ・ミクロネシアグループ
永井寛之アシスタントマネージャー

グアムを支える
家族旅行と夫婦旅行

　もともと家族旅行とハネムーンが主体
だったジャルパックのグアム方面だが、
最近では家族旅行の比率が上昇、グアム
方面全体の７割程度にまで増えている。
また日本航空のグアム路線ビジネスクラ
スを組み込んだ商品の人気もあって、夫
婦旅行も一定のシェアを確保。「家族旅行
と夫婦旅行を合わせれば全体の８割を占
める」（永井氏）という。
　今年の夏は、円安による国内リゾート
へのシフトが見られるものの、下期では
目新しさに訴えるのではなく、「これまで
の商品をお客様目線で細かく見直し、一
つ一つの商品力を上げていく」ことによ
り、販売の上積みを目指す。

赤ちゃん連れでも安心のサービス

　同じ家族旅行でも、小学生連れの家族
旅行が主体となる春休みや夏休みシーズ
ンとは異なり、下期は、赤ちゃん連れの
家族旅行や未就学児童を含む３世代旅行
が増える。とりわけ10月～12月はそうし
た傾向が強い。
　このためジャルパックでは、赤ちゃん
向けのサービスを強化している。とくに

「グアムで赤ちゃん連れの家族旅行に初
挑戦する旅行者が多い」（永井氏）ことか
ら、赤ちゃん連れが安心できるサービス
を用意している。
　まず、コンビ社との提携により、ベビー
ミール用グッズ（やわらかコンパクトエ
プロンとヌードルカッター＆スプーン）
とベビーカーのレンタルを無料でサービ
ス。またホテル・ニッコー・グアムに宿
泊する「いっしょにベビちゃん！！グア
ム４・５日間」では、１日10部屋限定で
コンビルームを無料手配する。
　さらに有料サービスとなるが、かさば
るオムツなど、赤ちゃん用品を現地で用
意する「赤ちゃんパック」を１セット15ド
ルで提供。オムツやおしりふき用ウェッ
トティッシュ、泳げるオムツのセットで、

「すべて日本製なのが安心できると、母親
からの評価が高い」という。

3世代へ家族写真をサービス

　一方、３世代の家族旅行向けには、追
加代金不要の「３世代思い出特典」とし
て、旅行中の家族写真をミニアルバムに
してプレゼント。プロのカメラマンが30
分ほどで家族の写真を撮影、撮影した写
真を12ページ／12カットのミニアルバム

にして、撮影当日あるいは翌日に届ける。
　またIDとパスワードを発行し、専用サ
イトにアクセスすれば、ミニアルバムに
収めていない写真が閲覧できるほか、ア
ルバムの有料アップグレード、希望する
写真の焼き増しも可能だ。

ファミリー旅行で新たな提案も

　また「お子さま連れ旅行の不安を解
消！」をキャッチフレーズとする、２歳
～６歳未満の子供連れ家族旅行「おでか
け！ママ☆キッズ」の内容を下期よりリ
ニューアル。２日目に特製ディナーが付
き、３日目には２つの体験プランから１
つを選べるという基本内容は変わらない
が、特製ディナーの内容を和食ディナー
に一新した。
　さらにWeb上では、テーマを絞った家
族旅行を提案。たとえば現在特集してい
るのが「グアムの遊べるプール特集」。

「ロングスライダーやウォーターパーク、
泳げる水族館など個性的な楽しいプール
が豊富なグアムの魅力を前面に打ち出し
た」（永井氏）内容で、オンワード・ビー
チ・リゾート、PICグアム、ホテル・ニッ
コー・グアムを商品化している。

ウエディングは
Web販売をトライアル

　下期に重要性を増すのが海外ウエディ
ング需要。とくにオフ期はウエディング
の比重が高くなり、「ウエディングを獲得
できれば、同行者の旅行も取り込める率
が高く、積極的に強化していく」（永井
氏）考え。
　しかし海外ウエディング商品は、販売
に際してコンサルティングの要素が大き
く、専門知識がないと売りづらいのが課
題。そこでジャルパックでは、店舗完結
型とされてきた海外ウエディング商品
を、あえてWeb上で簡単に売れる商品と
して販売する試みをスタート。ハワイ方
面ではすでに販売を開始し、グアム方面
でも下期から「e-JAL ウエディング」と
して発売した。
　商品はWebで販売しやすいよう、シン
プルに徹した内容だが、海外挙式に必要
なものはすべて含む。予約まではWebで
完了し、５日以内にワタベウエディング
のコンシェルジェから連絡が入り、各種
相談やオプションの要望に応じる。永井
氏は「今後は日本航空の機内誌やメール
マガジンなども使って告知し、新しいウ
エディング商品の販路を開拓してきたい」
と述べ、今後の展開に意欲を見せる。

赤ちゃん対応にこだわり
ファミリー、海外ウエディングにも工夫
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Guam Plaza Hotel

オープン30周年、利用しやすいホテルとしてさらに進化
抜群の立地とリーズナブルな料金で高い支持

グアム・プラザ・ホテル

今年12月にオープン30周年を迎える
グアム・プラザ・ホテル。タモン地区の
中心という立地の良さとリーズナブルな
料金で人気は健在だ。客室やロビーのリ
ノベーションはすでに完了。多目的ス
ペース「カヒダ」がオープンし、隣接す
る「JPスーパーストア」の店内も改装
を進めている。グループからFITまで幅
広いマーケットに対応するサービスとプ
ロダクトは30周年を迎え、トレンドや
ニーズに合わせてさらにアップグレード
させていく。

施設のクオリティーを向上
JPスーパーストアも改修中

　グアム・プラザ・ホテルは今年12月に
オープン30周年を迎える。2008年に完了
したリノベーションでは、505室の客室が
スタイリッシュに生まれ変わり、アメニ
ティー類も必要最小限に絞り込む代わり
に、それぞれの質を上げた。ロビーまわ
りもモダンな雰囲気に変わり、ラグジュ
アリー感を向上。そのリーズナブルな料
金はそのままに各施設のクオリティーを
上げることで、より快適に過ごせる宿泊
環境を実現している。

　同じ企業グループが経営するグアムで
人気のショッピングセンター「JPスー
パーストア」は、長年トレードマークだっ
たオレンジの岩から、モダンなスタイル
とパシフィックアイランドの歴史を取り
入れたデザインへと外観のリニューアル
を昨年終え、今年７月末には全体改修の
４分の１が完了した。今年12月には再び
改修に入り、メンズコーナーが拡大され
明るくスタイリッシュに、そして来年に
はすべてのリノベーションが完了し、よ
り見やすい店内へと生まれ変わる予定
だ。グアム産のお土産からアメリカン雑
貨まで豊富なアイテムが揃い、ディーゼ
ルやジューシークチュールなどのハイエ
ンド、ジースターやDスクエアード2など
人気のメンズフッション、カジュアルな
サーファーズブランドなどアパレル製品
も充実している。また、高級ブランドか
らドラッグストア系コスメ類の品揃えも
豊富で人気を博している。

柔軟なセッティングが好評
多目的スペース「カヒダ」

　グアム・プラザ・ホテルは2011年10月
に多目的スペース「カヒダ」をオープン
させた。利用者のニーズに合わせてさま
ざまなテーブルレイアウトにアレンジ可
能で、パーテーションを用いることで少
人数での利用にも対応する。収容人数は
着席スタイルで最大350名。
　ハーフステージにビュッフェラインを
設け、円形テーブルを30セット設置した

場合、300名の収容が可能となる。このほ
か、イスだけを並べてシアター仕様で利
用することもできる。　
　柔軟なセッティングが可能なことか
ら、利用目的も幅広く、ウェディング、
セミナー、パーティー、コンサート、展
示会などのほか、学生グループ向けには
体育館的な用途でも使用することができ
る。レジャーグループだけでなく、MICE
にとっても利便性の高いスペースだ。

リゾート感いっぱい
レストランで楽しくダイニング

　ダイニングが充実している点もグア
ム・プラザ・ホテルの大きなメリット。ホ
テル内にあるアジアン・ビストロ「ジャ」
は、地元チャモロ料理をはじめとするア
ジア料理を朝食、ランチ、ディナーで提
供。朝食メニューでは、ローカル産のコ
コナッツを使って考案された南国の香り
がたっぷり楽しめるココナッツパンケー

キをはじめ、ウ
ベパンケーキや
サーモンエッグ
ベネディクトな
ど、オリジナル
メニューを用
意。またディ
ナータイムに
は、週三日限定
でチャモロ料理
のバイキングを
提供するなど、
グアムらしさにポイントを置き、アップ
グレードしたメニューを展開している。
　ビーチに面した「セイルズBBQ」で
は、厳選素材で自分流にバーベキューを
楽しめる。屋外ながらも屋根があるため
雨でも心配がない。さらに、オープンエ
アのため、喫煙もOK。貸切も行なってお
り、最大で220名の利用が可能だ。
　このほか、同じくビーチに面した「ナナ
ズカフェ」もリゾート感がたっぷり味わ

える人気のレストラン。新鮮なシーフー
ドのほか、ステーキの種類も豊富に揃っ
ており、さまざまな組み合わせで食事を
楽しむことができる。

ウォーター・パーク「ターザ」で
常夏のグアムを満喫

　ホテルに隣接するウォーター・パーク
「ターザ」もグアムでは人気のアトラク
ション。スリル満点の「スピードシュー
ト」スライダーからファミリーで楽しめ
るウォータースライダー「ファミリア・フ
レーム」まで常夏のグアムをまるごと楽
しめるアトラクションがそろっている。
また、のんびりと時間を過ごせる人工
ビーチやプールもあるため、リラクゼー
ションにもぴったりのパークだ。
　グアム・プラザ・ホテルでは宿泊者向
けに割引料金を設定。ホテルからアクセ
ス抜群のビーチとともに、ターザでもお
手頃に遊ぶことができる。
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Educational Tourism

初めてのグアムへの海外修学旅行
グアムらしさの体験が、かけがえのない思い出に
兵庫県立川西明峰高等学校

修学旅行体験レポート

レジャーデスティネーションとしてのイ
メージが強いグアム。しかし近年、修学
旅行をはじめとする教育旅行先としての
人気も高まっており、2012年度（2012年
4月～2013年3月）のグアムへの修学旅行
実施校は110校、さらに今年度において
は、現段階で144校が実施する見通しと、
年々その数を増やしている。
　これまで二年時に海外での修学旅行を
実施してきた兵庫県立川西明峰高等学校。
2013年から初めて実施先としてグアムを
選択した。その理由は何だったのか。担
当教諭の太田一郎先生に話を伺った。

マレーシア＋シンガポールから
グアムへシフト

　2013年１月に修学旅行でグアムを訪れ
た兵庫県立川西明峰高等学校。同校で
は、二年時に海外への修学旅行を行って
いる。当初は秋頃に予定していたが、今
年は１月に時期を移し、２年生の生徒265
名が参加した。
　昨年までは、渡航先にマレーシアとシ
ンガポールを訪問していたが、限られた
予算の中で、より効率的な教育旅行の遂
行を考えたとき、新しいデスティネー
ションを検討。その候補にあがってきた
うちのひとつがグアムだったという。
　これまでシンガポールを教育旅行の実
施先として選んでいた理由は、「英語圏で
あるということと予算的なこと」（太田先
生）。スタート当初はシンガポールだけの
滞在だったが、ここ数年でシンガポール
の宿泊費が高騰したため、ホームビジッ
トや観光を含めた実際の学習プログラム
については、シンガポールで実施してい
たものの、宿泊は比較的リーズナブルな
マレーシアを選択。最終的には、修学旅
行最終日のグループでの市街地研修以外
は、全てマレーシアで実施していため、
一度見直しを図ろうということになった
という。

デスティネーションの選択のカギを握る
英語圏、予算、学習素材

 
　新しくデスティネーションを選択する
際の条件として同校が挙げたのが、まず
は英語圏であるということ。そして、現
実的に、限られた予算の中で選ばなくて
いけないということ。この二つの条件の
中、グアムはベストの選択肢だったとい
う。「ハワイやオーストラリアは予算的に
厳しい面もあるし、中国や韓国は、国際
情勢を考えたときに、適切ではないと判
断せざるを得なかった」（太田先生）。
　その中でグアムは、地元からいけるエ
アライン路線があり、兵庫県という場所
柄、もし関空からの便で全員が出発でき
なくても、中部からの便を利用すれば、
必ず全員が集結できるという豊富な路線
網があったのも魅力だったという。
　また「歴史、自然、文化など学習素材も
豊富で、事前学習プログラムにおいても、
情報が多く、カリキュラムが立てやすい。
そしてなにより、日本の旅行会社の現地
法人があることは、大きな安心感につな
がっている」（太田先生）と説明する。

初めてづくしの海外
豊富な経験

　それでは、実際のグアムでのスケ
ジュールはどうだったのか。
　同校では、グアムに夜に到着する４泊
５日のスケジュールを選択。初日は夜遅
く到着するため、翌日は昼まで少しゆっ
くりしてブランチ。午後からは、「リナ
ラ」グアム ビーチ ＆ カルチャーパーク
で学校交流を２時間ほど行った。
　その後、Ｋマートでショッピングを体

験。また平和学習の一環として、ジーゴ
の慰霊碑も訪れ、夜にはホテルでBBQを
楽しんだ。
　三日目は、OJC（オーシャンジェット
クラブ）で丸一日マリンアクティビティ
を体験。夕方からはマイクロネシアモー
ルで買い物、フードコートで生徒たちが
自由に食事をとった。
　最終日となる四日目は、グアムの観光
名所の一つ、恋人岬を朝のうちに観光
して、10時頃から市街地研修としてプレ
ジャーアイランドの周辺で自由行動。ラ
ンチは各自自由にとって、午後からはア
トランティスサブマリンに参加するグ
ループと、ハマモトフルーツワールドに
行くグループに分かれての研修。夜は宿
泊ホテルでディナー、翌日の関空発と中
部発の出発時間に合わせて帰国した。

地元学生との交流で英語の
コミュニケーションや文化を体験

　海外で教育旅行を行う際、大切なカリ
キュラムのひとつとされるのが、地元の
学生との学校交流。「リナラ」グアム ビー
チ＆カルチャーパークで実施した学校交
流では、グアム側から日本語を勉強して
いる学生が参加。まずは歓迎セレモニー
の後、グアムの学生がヤシの葉のあみも
のを、日本の生徒は折り紙を教えるなど、
10名の日本人生徒＋グアム側学生３～４
名のグループとなり、交流を実施した。
その後、園内散策や、ビーチバレーボー
ル、鬼ごっこなど、英語を使いながら、
交流を深めていった。
　太田先生によると、「もう少し恥ずかし

がるかと思ったが、すぐに友達になって
お互いに積極的に交流した」という。帰り
際にはメールアドレスを交換するなど、
かけがえのない思い出となったようだ。
　また、マイクロネシアモールやＫマー
トでのショッピングでは、初めてドルを
使って買い物。慣れない紙幣やコインと
奮闘しながら、英語を使う良い経験に
なったという。

グアムに来たからこそ
グアムらしいかけがえのない経験を

　また今回の研修では、丸１日、OJCで
の滞在をプログラムに取り入れた。その
理由として、担当の先生が下見のためグ
アムを訪れた際、「せっかくグアムのよ
うな美しい自然がある場所へ来て、ビー
チのアクティビティが十分にできないの
もどうか」という話しになり、「せっかく
グアムに来たなら、グアムの一番良いと
ころを経験させてあげたい、かけがえの
ない思い出を生徒
たちに作ってほし
い」という意見が
担当の先生たちの
間で強かったから
だという。
　OJCでは、丸一
日の滞在の中で、1クラス35～40名、合計
７クラスの生徒が、クラス内で５～６人
ずつの７グループに分かれ、ジェットス
キー、パラセイリング、バナナボートな
どのビーチアクティビティの他、スノー
ケル、アイランドダンス、エコ教室な

どで、グアムの
自然や文化を体
験。「担当の旅行
会社とのコミュ
ニケーションも
良くとれおり、
OJCのスタッフ

も親身になってプログラムを考案してく
れたため、安心して生徒を任せることが
できた」（太田先生）。実際に、生徒も楽
しそうに過ごしたようで、引率する先生
の満足度も高かったという。

事前学習でグアムを研究
事後学習もさらに深堀していきたい

　同校ではグアム訪問を前に、カリキュ
ラムの一環として事前学習を実施した。
例えば、学校交流用に英語の自己紹介
カードを作成したり、生徒一人一人がグ
アムに関するテーマを決めて調べ、「グ
アム新聞」という形で、Ａ４版１枚にま
とめたものを全て文化祭で展示発表し、
発表者の中から最も優れた生徒を表彰し
た。「今後は、グアムの歴史についてしっ

かり調べさせ、平和学習についてもっと
深めていきたい。そして事後学習につい
ても、さらに発展させていきたい」（太田
先生）としている。

旅行会社選定の決め手は
担当者との信頼関係

　今回、修学旅行をグアムで実施するに
あたり、行き先（グアム）と日程、予算を
決めた上で旅行会社４社から見積もりを
取った。そこで料金面も含め、さまざまな
面を検討して１社に絞りこんだという。 
　旅行会社とのやりとりを通じ、担当者
とのコミュニケーションがだんだん深ま
り、いろいろな要望も言いやすくなる。
学校の方針として、よほどのことはない
限りはこの後３年間、旅行会社は変える
つもりはないという。
　「やはり担当者との信頼関係の構築が
決め手。国内であれば、なんとかなること
も、海外ではなかなかうまくいかないこ
とが多い。そうした時、現地でのサポー
ト体制や実際に何かあった時に対応でき
る海外支店のあることの安心感が決め手
になった」と太田先生はふりかえる。

３年間は同じデスティネーション
その後もぜひグアムに

　今回は初めてのグアムへの修学旅行と
なったが、同校では、３年間は同じデス
ティネーションを訪問する。３年後の選
択については、来年には行き先の検討を
始める。
　同校では選択肢として、「まずは国内か
海外かというところから検討を始める」
という。海外は、治安や生活などさまざ
まな面で日本と異なる。それを体験させ
るのも、海外の良さではあるが送り出す
先生にとっては、より慎重に選択しなく
てはならない。
　その中で「英語圏という選択肢の中で、
今後もグアムは有力な海外修学旅行先だ」
と断言する。その時々の情勢などで選択
は変化していくが、「現在の状況では、
中国や韓国という選択は難しい。また、
オーストラリアやハワイは予算面でも現
実的ではない。また、例えオーストラリ
アがもう少し安いとしても、飛行機が飛
んでない。やはり、グアムの豊富な路線
網は魅力の一つだ」という。そして何よ
り「グアムの安心感は他のデスティネー
ションと比較しても変えがたいもの」だ
と話す。
　今後も海外教育旅行先として有力なグ
アム。生徒、先生、保護者からの要望に
きめ細やかに対応できる、日本と同じレ
ベルでのサポート体制が受けられるとい
うことは強みといえそうだ。

修学旅行スケジュール
1日目 夜遅く到着

2日目

午前：前日の到着が遅いため、ホテルで
　　　ゆっくりしてブランチ
午後：「リナラ」グアム ビーチ ＆ カル
　　　チャーパークで学校交流
　　　Kマートでショッピングを体験
　　　ジーゴの慰霊碑を訪問
ディナー：BBQ

3日目
OJC（オーシャンジェットクラブ）で終日
マリンアクティビティ
夕方：マイクロネシアモールで買い物
ディナー：フードコートで各自

4日目

午前：恋人岬を観光
　　　市街地研修
　　　（プレジャーアイランド周辺）
ランチ：市街地で各自
午後：アトランティスサブマリンツアー
　　　／ハマモトフルーツワールドに分
　　　かれ研修
ディナー：宿泊ホテル

5日目 帰国

OJC（オーシャンジェットクラブ）でのスケジュール
１組（36名：6班） ２組（39名：7班） ３組（38名：7班） ４組（40名：7班） ５組（38名：7班） ６組（40名：7班） ７組（35名：7班）

8:00 ホテル出発・到着・説明
8:30 パラセイリング ビーチアクティビティ ジェットスキー スノーケル アイランドダンス バナナボート エコ教室
9:30 エコ教室 パラセイリング ビーチアクティビティ ジェットスキー スノーケル アイランドダンス バナナボート

10:30 バナナボート エコ教室 パラセイリング ビーチアクティビティ ジェットスキー スノーケル アイランドダンス
11:30 アイランドダンス バナナボート エコ教室 パラセイリング ビーチアクティビティ ジェットスキー スノーケル
12:30 ランチ
13:00 スノーケル アイランドダンス バナナボート エコ教室 パラセイリング ビーチアクティビティ ジェットスキー
14:00 ジェットスキー スノーケル アイランドダンス バナナボート エコ教室 パラセイリング ビーチアクティビティ
15:00 ビーチアクティビティ ジェットスキー スノーケル アイランドダンス バナナボート エコ教室 パラセイリング
16:00 着替え
16:30 バス出発
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OCEAN JET CLUB

マリンスポーツと文化体験で教育旅行に高い訴求力
楽しめるチームビルディング・プランを提供

オーシャンジェットクラブ

タモン地区から車で約10分、タムニン
グ地区のアガニア湾に面したビーチでマ
リンスポーツやグアムの文化体験を提供
しているオーシャンジェットクラブ。さ
まざまなアクティビティを通して、グア
ムの自然と文化を学べるだけでなく、
チームビルディングが行える場としても
グループ旅行で高い人気を集めている。
特に教育旅行の受け入れには定評があ
り、「遊び」から教育効果が得られるプロ
グラムを多彩に用意している。

豊富なマリンスポーツ
人気の文化体験教室

　オーシャンジェットクラブは、美しい
アガニア湾を臨む遠浅で穏やかなビーチ
にある。主要ホテルへは定期バスが走っ
ているため、アクセスが容易なほか、大
型バスでの移動も可能だ。
　施設も充実。トイレ、シャワー、更衣
室が完備され、ロッカーは無料で利用す
ることができる。敷地内には、ドリンク
や軽食が楽しめる「海の家」や「ロゴ
ショップ」、アルコール類が飲める「ハッ
ピーテント」があるほか、喫煙エリアも
設置されている。

　白砂ビーチで楽しめるマリンスポー
ツは多種多様。マリンスポーツの定番
「ジェットスキー」、仲間と賑やかに楽し
める「バナナボート」、開放感たっぷりの
「パラセーリング」、スリル満点の「スク
リーマー」、空中に跳ね上がりながら海面
を疾走する「フライバナナ」、初心者でも
楽しめる「ウェイクボード」など豊富に
そろう。
　このほか、子ども向けとして、「キッズ
ボート」、「サーフェスボート」、「キッズ
ジェット」などもあり、ファミリーで楽
しめるアクティビティも充実している。
　また、広々としたパノラマビーチで思
いっきり遊べるビーチ・アクティビティ
も多い。ビーチバレーボール、ミニサッ
カー、ミニフットボール、フリスビー、
ペダルボート、カヌーなどのほかに卓球
台も設置されており、終日いつでも利用
することが可能だ。遊び疲れたら、椰子
の木陰に吊るされたハンモックでのんび
りと休憩。南国らしい１日を過ごすこと
ができる。
　ランチはビーチでチャモロ風BBQ。潮
風を感じながら、ローカル気分でランチ
プレートを楽しめるようにしている。
　さらに、グアムの自然と文化を体験す

るプログラムとしてエコ教室も提供して
おり、ミクロネシアに古くから伝わる椰
子の葉細工教室、グアムらしくココナッ
ツについて学ぶ教室、陽気なスタッフと
一緒に楽しむアイランドダンス教室など
が用意されている。

選択可能なゲームも多彩
充実のチームビルディング・プラン

　オーシャンジェットクラブの特徴のひ
とつが、チームビルディングに力を入れ
ているところだ。課題や目標に向かって、
役割を分担しつつ、コミュニケーション
を図りながら仲間同士の結束力を高めて
いく。オーシャンジェットクラブでは、
楽しく参加できるチームビルディング・
プランを用意することで、チームワーク
の強化に一役買っている。

　プランには、専用車送迎、専用テント、
ランチ、コーディネーター１名、ゲーム
２〜３種類、ビーチアクティビティ（終日
使い放題）が含まれる。
　選択できるゲーム内容は、綱引き、カ
ヌーレース、ドッジボール、ビーチフラッ
グ、ムカデ競争、フラフープリレー、騎
馬戦、宝探し、アイランドダンスコンテ
スト、エブリバディ・スタンドアップ、
レスキュー講義と豊富。チームに分かれ
てビーチでゲームを行い、チーム力を高

めていく。
　チームビルディングは、社内研修旅行
などのほか教育旅行でも注目されている
プログラム。チーム一丸となることで、
クラスの親睦を深め、チャレンジ力を高
める。また、コミュニケーション力の強
化や自己能力の開発にもつながると期待
されている。オーシャンジェットクラブ
では、開放的なグアムの自然のなかで、
楽しみながらチームビルディングを行え
る環境を整えている。

グアムだからこそ可能な
遊んで学べる素材

　遊びというイメージが強いマリンス
ポーツだが、その本質には高い学習効果
があり、グアムで体験するからこそ学べ
ることも多い。ココナッツの利用法や椰
子の葉細工、アイランドダンスなどでグ
アムの自然と文化を学ぶ。美しさと厳し
さを兼ね備えた海の環境を学ぶ。フレン
ドリーなローカルスタッフとコミュニ
ケーションを取りながら活きた英会話を
実践する。南の島グアムで仲間の新しい
一面を発見する。そして、日本では体験
できないマリンスポーツを通じて「自然
との調和」を肌で感じる。グアムには、
遊びのなかから学べる素材が豊富だ。
　オーシャンジェットクラブは、安心し
て遊んで学べる環境を整えている。敷地
面積は約2,000坪と広大で開放的。大型バ
スの受け入れも可能なため、クラスごと
の移動もできる。また、グアム総合病院
までは５分の距離にあり、スタッフ全員
がレッドクロス（救命士）の資格を保持し
ているので、緊急の場合でも安心だ。
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Hyatt Regency Guam

オープン20周年を迎えたグアム屈指のハイグレードホテル
記念イベント盛りだくさん、SNSキャンペーンも

ハイアット リージェンシー グアム

今年オープン20周年を迎えるハイアッ
ト リージェンシー グアム。1993年10
月1日の開業以来、信頼のホスピタリ
ティーを提供し続け、高い評価を集めて
きた。ハイアット リージェンシー グア
ムでは20周年を記念してさまざまなス
ペシャルイベントを実施。また、新しく
迎えたエグゼクティブ シェフによる特
別メニューを提供しているほか、SNSを
利用したキャンペーンも展開している。
これからもグアム屈指のハイグレードホ
テルとして、幅広い層に訴求力を高めて
いく。

記憶に残る
20周年記念特別メニューを提供

　ハイアット リージェンシー グアムは
オープン20周年を記念して、今年４〜10
月にかけて、記憶に残るダイニング体験
として特別メニューを提供している。ま
ず、４月12日には「アルデンテ リストラ
ンテ」でランチとデイナーのメニューを
改定。イタリア人エグゼクティブ シェフ

のミルコ アゴスティー
ニ氏によるイタリア料理
セレクションを始めた。
各料理は素朴なイタリア
料理の伝統を受け継ぎな
がらも、シェフの確かな
腕が発揮されたものだ。
　ランチでは「シェフ ミ

ルコのランチバー」を設置。伝統的なア
ンティパスタ（前菜）サラダ ブュッフェ
とともにパスタ、ピッツァ、アントレを

提供し、豊富なデザートが並ぶデザート
バーも設けた。
　ハイアット リージェンシー グアムで
は、新しいダイニングメニューを改定す
ることで、ホテルとしての質を高めると
ともに、宿泊者に対してこれまでにない
ホテルライフを体験する機会を提供して
いきたい意向だ。

豪華賞品をそろえた
SNSキャンペーン展開中

　５月には、フェイスブックとツイッ
ターのユーザー向けに「Your Life/Your 
Moments」と題したソーシャルメディア 
キャンペーンも開始した。これまでの20
年間にハイアット リージェンシー グア
ムで体験した特別な時間の思い出をシェ
アするという試み。
　フェイスブックとツイッターのフォロ
アーに対して、過去ハイアットで行った
ウェディング、誕生日、記念日などのスペ

シャルイベントで撮影した写真の投稿を
受け付け、投稿者のなかから抽選で、宿
泊券、ダイニング券、リゾートパスなどの
豪華賞品が当たるというキャンペーンだ。
　各種イベントについては、g u a m .
regency.hyatt.comやフェイスブックで
確認できる。また、定期的に更新される
ツイッターやインスタグラムでも最新情
報を入手することが可能だ。

リノベーションで
ホスピタリティー力アップ

　
　1993年のオープン以来、質の高いサー
ビスとラクジュアリーな施設を提供し
てきたハイアット リージェンシー グア
ム。オーシャンビューの部屋、さまざま
なリゾートアクティビティ、受賞歴のあ
るレストランなどリゾートホテルとして
の充実ぶりは高い評価を受けてきた。
　2008年には、数百万ドルをかけて、部
屋、ロビー周り、リージェンシー クラブ 
ラウンジのリノベーションを完了。2010
年には、「ザ デリ」がよりモダンに生ま
れ変わり、宿泊者が気軽に楽しめるダイ
ニング オプションを加えた。さらに2012
年にはプールとレクリエーションスペー
スを全面改装。グアムで最大級の子供用
プールも設置した。

　こうしたリノベーションを通じて、忘
れられない体験ができるホテルとして存
在感を高めるとともに、グアムで最高の
リゾートホテルとしての地位を確かなも
のにしてきた。

アゴスティーニ氏を中心にした
強力なダイニング チーム

　ハイアット リージェンシー グアム
は、新しいエグゼクティブ シェフとして
ミルコ アゴスティーニ氏を迎えた。アゴ
スティーニ氏は、2002年から2004年にか
けて「アルデンテ リストランテ」で働い
たあと、４年間ハイアット リージェン
シー インチョンでエグゼクティブ シェ
フを務めた。これまで20年にわたり、イ
タリア、スイス、ロンドン、オーストラ
リア、バリ島などで豊富な経験を積んで
きた。
　ハイアット リージェンシー グアムの
ダイニングは、アゴスティーニ氏のリー
ダーシップのもと、２名の副料理長と飲
料専門チームによって提供されている。
副料理長のジョー オング氏とケニー ホ
ンマ氏とも経験豊富。オング氏はハイ
アット ホテル&カジノ マニラで腕をふ
るったあと、2008年にハイアット リー
ジェンシー グアムのアルデンテ リス
トランテに参加。さまざまな新しいメ
ニューを生み出してきた。
　一方、ホンマ氏はアジアの各ハイアッ
ト ホテルの日本料理レストランで研鑽
を積み、今年６月にハイアット リージェ
ンシー グアムに迎えられた。日本料理で
豊富な経験があるとともに、さまざまな
要望を組み入れたインベントメニューの
開発でも定評がある。
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SandCastle Guam

ワールドクラスのエンターテイメント
団体需要にも多彩なアレンジ

サンドキャッスル・ラスベガス・シアター

グアムで唯一、ワールドクラスの本格的エンターテイメントを提供する「サンドキャッスル・ラスベガス・シアター」。オリジナルステージショー
「ドリームⅢ 2013バージョン」は、グアムで最も人気のあるアトラクションのひとつ。エキサイティングかつ豪華なステージで、アッと驚く演出
は、絶えず進化。初めての人はもちろん、リピーターにも満足できる内容で、言葉の心配も不要だ。また多彩なアレンジで、企業インセンティブ
から修学旅行、ウェディングまで、団体需要にも幅広く対応し、グアムでの忘れられない貴重なひとときをプロデュースしてくれる。

　サンドキャッスルに併設するクラブ・
スペース「グローブ」は、グアム最大の
広さを誇り、HOUSEやR&B、HIP HOP
など、最先端のミュージックが流れるグ
アムで最もホットな場所。国籍や年代関
係なく、グアムの熱い夜を楽しみたいな
ら、ここがおすすめだ。

グアム最大のクラブ「グローブ」
イベント会場にもおすすめ

　40名 収 容 可 能 な
VIPラウンジの「マ
ンハッタン・バー」は
落ち着いた大人の雰
囲気。他にも屋上テ
ラスの「LAテラス」

（30名まで収容可能）
他、複数のVIPエリアを新設。
　全部を合わせた収容人数は500名。テー
マパーティーや屋内型チームビルディン
グ、コンサートやファンクラブイベント
など、目的に応じた利用ができる。また
二次会などのカジュアルなパーティーに
もおすすめだ。通常の営業時間は夜の20
時から深夜２時まで。タモン、アガニャ
地区のホテルから無料送迎があるので、
安心して盛り上がることができる。

　雄大な海原と美しいサンセットを眺め
ながら、グアム伝統の「チャモロ料理」も
味わえる豪華なバーベキュー・バイキン
グ料理が大好評の「BIGクルーズ」。バイ
キングディナーの他、ビールやワイン、
ソフトドリンクなどの飲み放題と、底釣
り体験なども含まれている。満天の星空
の下、クルーズデッキでのダンスタイム
もきっと楽しいはず。運がよければ、イ

グアムで唯一のディナークルーズ
「BIGクルーズ」

ルカに出会えることも。グアムの想い出
づくりにはぴったりだ。
　２階デッキ席を予約できる「VIPプラ
ン」は、毎晩２グループ限定（１グルー
プ２から４名）で特に人気。大人10名から
の団体料金、サンドキャッスルのショー
と組み合わせたコンボパッケージも用意
している。最大65名まで収容できるので、
船上での打ち上げパーティーなど、グア
ムならではのオリジナリティが求められ
るグループへの提案に最適だ。

ご予約・問い合わせ（全ツアー共通）  TEL: 671-649-7263（グアム）  FAX: 671-646-9519　 資料請求  TEL: 06-6372-9210  e-mail: jpninfo@baldyga.com
ウェブサイト   ●サンドキャッスル http://www.guam-sandcastle.com/  ●クルーズ http://guam-bgtours.com/cruise/  ●グローブ http://guam-bgtours.com/globe/

　絶えず進化するサンドキャッスルのオ
リジナルステージショー。最新バージョ
ン「ドリームⅢ 2013バージョン」は、はじ
めての人はもちろん、以前サンドキャッ
スルのショーを観たことがある人でも、
新鮮な驚きと感動を与えてくれるはずだ。
　ショーのテーマは「夢」。夢が叶う「幸
福の白い羽根」を追いかける二人の少女。
いつしか夢の世界に迷い込んだ少女たち
の前に、想像を超えるイリュージョン、驚
きのアクロバットとサプライズが次々と
巻き起こる。幻想の世界から平和な「ひ
とつの世界」へ、少女たちの夢は果たし
て叶うのか。ショーでは、世界の平和、
そして「誰でも夢を叶える力を持ってい
る」というメッセージが込められている。
　ショーは、サンドキャッスルのオー
ナーでもあるマーク・バルディガ氏がプ
ロデュース。「シルク・ド・ソレイユ」や
マドンナなど、大物アーティストの公演
を手がけたクリス・チルダーズ氏も演出
に加わり、世界最高レベルのエンターテ
イメントを提供する。

絶えず進化し、いつ見ても楽しい
「ドリームⅢ 2013バージョン」

驚きのイリュージョンとアクロバット
誰でも楽しめる内容で言葉の心配も不要

　
　ショーの見どころは、ストーリーだけ
にとどまらない。まず世界最高峰の若手
マジシャン、アンソニー・リード氏が繰
り広げるイリュージョンは必見。ホワイ
トタイガーやスポーツカーが突然現れる
大がかりな仕掛けには、誰もがアッと驚
くはずだ。
　また見逃せないの
が、客席の目の前
で繰り広げられるア
クロバティックな技
の数々。そのどれも
が躍動感にあふれ、
思わず目が釘付けに
なってしまう。ス
テージを盛り上げる
ダンスやオリジナルソングも要チェッ
ク。さらに雨が降ったり、風が吹いたり、
臨場感あふれるステージ効果にも注目し
たい。
　ショーの公演時間は約60分。イリュー
ジョンやアクロバット、歌やダンスが中
心のショーなので、英語が分からなくて
も楽しめる。どこの席でもそれぞれ違っ
た楽しみ方があるので、リピーターも大
満足。さらに年齢制限がないので、家族
連れにもおすすめ。サンドキャッスルの
ショーは誰でも楽しめる。

　サンドキャッスルでは、手頃な料金で
楽しみたい、VIPシートで豪華に楽しみ
たいなど、いろいろなニーズに応える多
彩なパッケージを用意している。プラン
は６つをラインナップ。「カジュアル」と

「デラックス」、「VIP」の３つの座席に、
それぞれショーのみの「観（カン）ショー」
プランとディナー付きのディナー・プラ
ンの２つがある。
　例えば「観ショープラン」は、１回目

（19時開場、19時半開演）と２回目（21時開
場・21時半開演）から選択が可能。子供
連れや翌朝早い場合は１回目、ショッピ
ングや食事をゆっくり楽しんだ後は2回
目と、スケジュールに合わせて選ぶこと
ができる。
　また好評なのがディナー付きプラン。
全プランにデザートが付くほか、デラッ
クス及びVIPのディナーでは、５種（ス
テーキ、ロブスター、野菜、チキン、サー
モン）から選べるメインをはじめ、本格
的コース料理を味わえる。
　さらにSUPER VIPシートでショーが
楽しめる「SUPER VIPプラン」は、１
日２組限定。専用車送迎や「ステーキ＆

ニーズに応える多彩なパッケージ
「SUPER VIP」からカジュアルなプランまで

ロブスター」のコンビネーションがメイ
ンのディナーなど、「King＆Queen ディ
ナー・プラン」の名の通り、豪華でエク
スクルーシブな内容。パフォーマーから
の挨拶やバックステージ見学も付く（１
組あたり、２〜５名での参加が可能）。

万全のバリアフリー対応

　バリアフリー対応も万全。予約時に申
し出れば、リフト付きバスでの送迎サー
ビス、段差のないシートへ案内するな
ど、車いす用の出入り口や車いす対応の
トイレも館内に完備。ディナーでは、食
物アレルギーに対応した特別メニューを
用意する。

　サンドキャッスルのディナーシアター
は、500席とグアムで最大級の収容規模。
ショーの貸し切り、本格的なステージ装
備を使った式典や表彰式など、大型団体
でも充分対応可能だ。タモン地区の中心

団体需要に幅広い対応力
MICE（大型から小グループ）、ウェディング、修学旅行も

という立地も強み。ほとんどのホテルか
ら車で５〜15分でアクセスできる。また
屋内なので、雨の心配も不要だ。
　小グループには、ディナー用の個室を
用意。吹き抜けのエントランスは、パー
ティーやレセプションに最適だ。ウェ
ディング会場としても人気が高く、ケー
キやお花、記念写真などのアレンジにも
対応する（別料金）。

修学旅行におすすめの
舞台裏体験

　サンドキャッスルでは、修学旅行向け
の専用パッケージも用意する。内容は、
ショー鑑賞に加え、通常見ることのでき
ない舞台裏や舞台装置、メイクアップ・
デモンストレーションやダンス・ワーク
ショップなどのアレンジが可能。特に美
容系や電気系の専門学校、短大に好評だ。
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“LINA’LA” Guam Beach & Culture Park

伝統のチャモロ文化を体験
人気のBBQディナー＆ショーがリニューアル

「リナラ」グアム ビーチ＆カルチャー パーク

グアム伝統のチャモロ文化を体験できるビーチリゾート、「リナラ」グアム ビーチ＆カルチャー パーク。チャモロの伝統的な
パフォーマンスに加え、迫力のファイヤーダンスなど、ここだけのオリジナルアイランドショーを、チャモロ料理のディナー
やバーベキューと共に楽しめる「ザ・ビーチ」BBQディナー＆ショーがこのたび内容を一新。またタモン湾を一望できるベス
トスポットが自慢の「ザ・ビーチ・レストラン＆バー」では、海に沈む夕日を眺めながらのカクテルタイムを楽しめる。主要
ホテルが集まるタモン地区にあるので、アクセスも抜群。さらに、今年4月にスタートしたグアムで唯一のマジックショーと
アイランドショーがひとつになった「マジック・オブ・グアム」にも注目したい。

グアムの自然と伝統のチャモロ文化を体験
修学旅行の定番

カルチャーパーク

　グアムの歴史と自然の魅力に触れるこ
とができるカルチャーパーク。まず、入
口正面の「ビジター・センター」では、
パーク内で発見され
た土器のかけらや装
飾品、工具などを展
示。貴重な映像も交
えながら、グアムの
歴史を体感できる。
　また野生のジャングルには、1000年以
上も前に作られた石製の遺跡「ラッテ・
ストーン」がそのままの姿で残る。そし
て約5000年前のチャモロ文化のスタイル
を忠実に再現した古代チャモロ・ビレッ
ジへ移動。ここでは、当時の家や服装、

ダンスや料理、ハンディクラフトなど、
リアルに体験できる。
　ヤシガニやカラバオ（水牛）など、グア
ムに生息する動物たちと身近に触れ合え
るのがアニマルゾーン。餌付け体験など
は、子供たちに大人気。またチャモロ文化
を実際に体験できるカルチャー体験エリ
アでは、チャモロダンスやチャモロ語の
レッスン、葉編みなどのハンディクラフ
ト、チャモロ料理のデモンストレーショ
ンなど、幅広い内容で、チャモロ文化の
素晴らしさを感じることができるだろう。
　タモン地区にありながら、まるでプラ
イベート・ビーチにいるかのような雰囲
気が広がるビーチエリア。屋外シャワー
や更衣室はもちろん完備。ビーチバレー
ボール用のコートもあり、静かに過ごし
たいなら、お洒落なガゼボで、のんびり
とくつろぐこともできる。

タモン湾に沈む夕日は必見！　
ランチタイムも人気

「ザ・ビーチ」レストラン＆バー

　タモン地区唯一のビーチ・バー「ザ・
ビーチ」レストラン＆バー。「リナラ」グ
アム ビーチ & カルチャー パークに隣

接しており、昼
も夜も、チャモ
ロテイストの料
理やトロピカル
カクテルなど、
南の島らしい美

味しい料理が楽しめるグルメスポットだ。
　右に恋人岬、左にタモン湾を望む絶好
のロケーションは、グアム最高のビュー
ポイントとして地元からの人気も高く、
ここから眺める美しいサンセットは必
見。週末を中心にバンドなどの生演奏が
入り、サンセットを眺めながらリラック
スできるひとときが味わえる。営業は深
夜２時（料理は22時）まで。ディナーや
カクテルを楽しみながら、タモン湾沿い
のホテルの灯りと満点の星空の下、静か
な波の音をBGMにグアムの素敵な夜を
楽しみたい。

｢オン・ザ・ビーチ｣の絶好のロケーション
アイランドスタイルのオリジナルショーに一新

「ザ・ビーチ」BBQディナー＆ショー

　グアムで最もビーチに近い絶好のロ
ケーションで、バーベキューとショー
を楽しめるのが人気の「ザ・ビーチ」
BBQディナー＆ショー。今年７月からは
ショーの内容を一新、タモン湾を背景に
した ｢オン・ザ・ビーチ｣ の特設ステー
ジでバーベキューを楽しみながら、幻想
的なサンセットをバックに、古代チャモ
ロのパフォーマンスだけでなく、太平洋
エリアの多彩なダンスも取り入れたアイ
ランドスタイルのオリジナルショーが楽
しめるようになった。

　今から約3000年以上前、太平洋地区で
最も古くから人が住んでいたと言われる
グアム。まさにここは「太平洋エリアの
ルーツ」。このグアムから、太平洋の広
いエリアへ、人類が広がっていったと言
われている。こうしたストーリーを幻想
的なイントロクダクションで表現。オリ
ジナルショーでは、タヒチアン、フラ、
ナイフダンスなど、多彩で盛り沢山のダ
ンスショーが繰り広げられる。ステージ
のクライマックスは、間近に迫るステー
ジでのファイヤーダンス。より一層南国
ムードを盛り上げる。
　ショーの途中には、飛び入り参加な
ど、客席とフレンドリーなダンサーとの
交流も。旅の印象をより一層鮮明に焼き

ここだけの「マジック＋アイランドショー」
あらゆるマーケットに対応

マジック・オブ・グアム

　今年４月にスタートした「マジック・オ
ブ・グアム」は、マジックとアイランド
ショーがひとつになったグアムで唯一の
ユニークなショー。会場は、グアムリー
フホテル＆オリーブスパ内の新会場（パ
ンダナス・パビリオン）で、屋内でアイ
ランドショーが楽しめるのは、グアムで
はこのショーだけ。食事はビュッフェス
タイルで、20種類以上のメニューが食べ
放題。小さな子ども連れのファミリーを

はじめ、あらゆるマーケットに対応して
おり、カジュアルにグアムの夜を楽しむ
ことができる。
　軽快なテンポに合わせ、ステージ上で
マジックを繰り広げるのは、グアムでの
マジックショーの経験が豊富なハンク・
ライス氏。日本語と英語を巧みに使い分
けながら、ステージと観客が一体になっ
たショーは常に笑いが絶えない。続くア
イランドショーも、人気のファイヤーダ
ンスなどを交えた本格的でエキサイティ
ングな内容。思わず時間が経つのを忘れ
てしまう新感覚のショーだ。
　会場は150名収容可能。グループの貸

ご予約・問い合わせ（全ツアー共通）  TEL: 671-649-7263（グアム）  FAX: 671-646-9519　 資料請求  TEL: 06-6372-9210  e-mail: jpninfo@baldyga.com
ウェブサイト   ●カルチャーパーク http://guam-bgtours.com/park/  ●ザ・ビーチ http://guam-bgtours.com/beach/  ●マジック・オブ・グアム http://guam-bgtours.com/magic-of-guam/

主要ホテルが建ち並ぶタモン地区
にある「『リナラ』グアム ビーチ＆カ
ルチャー パーク」。ホテルニッコー
グアムに隣接し、営業時間（毎日：
13〜17時）内は、タモン／アガニャ
地区のホテルより無料シャトルを
運行。なお、カルチャーパークの入
園料は大人25ドル、子供15ドル（2〜
11歳）で、２歳以下は無料と、ファ
ミリーにうれしい料金設定だ。

タモン地区の立地で、らくらくアクセス
各ホテルより無料シャトルを運行

し切りにも対応しているので、打ち上
げパーティーや報奨旅行の表彰式、パー
ティーの二次会など、MICE利用にも最
適だ。

　またパーティエリアも用意。約200名
が収容できるので、ビーチパーティー
やコンサート、ウェディングの後のパー
ティーなど、各種問い合わせにも応じて
いる。

付けるに違いない。ここはグアムでも人
気のエンターテイメント「サンドキャッ
スル・ラスベガス・シアター」と同じグ
ループの運営なので、質の高いショーを
楽しむことができる。

＊「リナラ」とはチャモロ語で、「生きる」、「生命」、「生活」などの意。
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Messages from Experts in Guam

グアム諸先輩方のメッセージ
グアム諸先輩方のメッセージ

グアム政府観光局の設立50周年を受け、グアムの観光の歴史を知る旅行業界の諸先
輩方に自身のこれまでを振り返って頂き、旅行業を始めた頃のグアムの印象や日本
マーケット、さらに今後の展望についてもお話し頂いた（旅行業を始めた年順に紹介）。

グアムで最も人気のあるマリンリゾートアトラクション。ドルフィンウォッチング
やシュノーケル、パラセーリングやバナナボートなど、エキサイティングでお手頃
なアクティビティーをアガニア湾の便利なロケーションで提供。ピンクの送迎バ
スとフレンドリーなスタッフも有名で、あらゆる層のリピーターに好評

　観光業に従事したのは、ウインド・
ジャマー・サンセット・クルーズで働き
始めた1983年から。その後1986年にアル
パンビーチクラブを始めました。当時の
タモン地区には、ハワイアンルックのハ
ネムーナー、DFSや白牡丹ストアーで買
い物を楽しむOLがたくさんいました。
信号はまだなく、ホテルはわずか９軒を
数えるだけ。日本人観光客はファース
トタイマーが多く、ほとんど英語ができ
なかったため、ホテルやオプショナルツ
アーのスタッフは、わずかな日本語を話
しました。またこの頃は、新しいホテル
やゴルフ場、オプショナルツアーのアト
ラクションが一気に誕生したエキサイ

ティングな時代でした。1980年代の日本
のバブル経済の頃は、グアムですべての
ことができると誰もが信じていました。
　2020年に向けての課題は、日本の高齢
化への対応です。熟年層を中心にリピー
ターを増やすためには、歴史や自然、文
化など、教育的な体験を強く打ち出し
ていくことが必要です。また米海兵隊が
沖縄からグアムへ移転することで、新た
な仕事が生まれます。旅行業界はスタッ
フ確保のため、給料を上げる必要が出て
くるでしょう。これがパッケージ料金の
値上げにつながり、グアムが高価なデス
ティネーションとなることが懸念され
ます。

Alupang Beach Club
（アルパンビーチクラブ）

オーナー＆プレジデント

Steven Kasperbauer 氏
Company profile 

1990年のサンドキャッスル・ディナーシアターのオープンを始め
とし、ディナークルーズ、チャモロのカルチャーパーク、リゾートタ
イプのビーチバーなど、クオリティが高く、且つグアムに欠かせない
ユニークな施設・アトラクションを展開／運営

　1987年、当時所属する日本の会社がグア
ムにホテルをオープンしたのがグアムに来
たきっかけでした。当時はタモンもホテル
が点在しており、ホテルロードも片側一車
線、ビーチの反対側はほとんどジャングル
という状態。正直「海はきれいだけど、さ
みしいところ」という印象が強かったです。
　1980年代は、島全体の総客室数も3000室
ほど。サンドキャッスルがオープンして正
式にグアムに赴任したのが1991年で、これ
から2000年までがグアムにとっては大きな
変革期であったと思います。次々と世界ブ
ランドのホテルがオープンし、日本からの
フライトも倍増。客層もパッケージ旅行に
加え、団体マーケットが大きく伸びた時期

でもあります。
　元々日本人、日本企業が中心となり開発・
発展してきたグアムですが、2010年代は、旅
行者の国籍、旅行目的もより多様化する方
向に動いていると思われます。グアムがよ
り円熟したリゾート地として発展するため
にも、また来島者数の拡大のためにも「クオ
リティの向上」を、弊社の最重要テーマと
して考えております。「日本から近い」とい
うのは常にグアムの強みであり、施設、サー
ビス、インフラのクオリティを向上するこ
とで、グアムのツーリズムのポテンシャル
が一気に拡張されると考えられます。今後
もユニークで満足度の高いツアーを提供し
ていくことが目標です。

Baldyga Group
（バルディガ・グループ）

営業統括本部長

後藤 智幸 氏
Company profile 

タモン湾の中心に建つグアムで最上級のリゾートホテル。海を臨む
450室の客室、6つのレストランとバー、3つのプール、テニス場、
フィットネスセンター、スパ施設などを有し、グアムでの忘れられな
い滞在を約束する。

　グアムのホスピタリティー業界で仕
事を始めたのは1992年。この年は、前年
に湾岸戦争が終結し、観光客が戻り始め
た矢先、台風が相次いで襲来し、特にオ
マー台風はグアムに甚大な被害を与え
ました。日本からの訪問者数にも大きな
影響が出ましたが、グアム政府観光局
は日本マーケットに対し、ポジティブな
メッセージを伝え続け、数多くのキャン
ペーンを積極的に展開し、業界だけでな
くグアムの人たちが一丸となってグア
ムに観光客を招き入れようとする「グア
ムの底力」を感じることができた年でも
あります。
　来島者数を伸ばす点で、グアム政府観

光局と目標は一緒です。観光局へのサ
ポートだけでなく、業界パートナーとの
関係強化も重要。フレンドリーなスタッ
フ、さまざまなゲストのニーズにマッチ
する最新のリゾート施設、ワールドクラ
スの料理など、ホテルとして常に期待以
上のベストな顧客サービスを提供でき
るよう努力することは、リピーターを生
み出すだけでなく、良いクチコミももた
らしてくれます。今年の10月に当ホテル
は、開業20周年を迎えます。ファミリー
からウェディング、ハネムーン、MICE
まで、あらゆるゲストに対して、記憶に
残る滞在を提供できるよう努めていき
たいと考えております。

Hyatt Regency Guam
（ハイアット リージェンシー グアム）

Executive Assistant Manager - Sales & Marketing

Sophia Chu 氏
Company profile 

ルックJTBやパッケージ、団体・グループでの来島者に、より「値打ち
のある価格」で「楽しい」旅行を過ごせるよう企画立案、斡旋。旅行
企画手配、空港斡旋、オプショナルツアー販売、レストラン案内等

　1976年にグアム島を襲ったパメラ台風
の直後に、初めてグアムの地を踏みまし
た。現在のマリンコウドライブもまだ片
側１車線で、ピザハット（現マイクロネシ
アモール）辺りから凸凹道となり、ジー
ゴにある遊園地のローラーコースターで
デートするのも一苦労したものです。タ
モンのホテルも、まだジャングルの中に
点々と建っていた状態で、私はこの緑の
多いグアムをたいそう気に入っていまし
た。
　その頃の観光客の主流は新婚さん。全
員参加の島内観光でおそろいのプリント
のムームーとアロハシャツを購入し、夜
のデラックスディナーを食べ、パイナッ

プルにストローを２本差したドリンクを
仲良く一緒に飲み、記念写真におさまる
といった具合でした。
　日本で人気の高いグアムは、リピー
ターも増えていますが、海外旅行の初体
験として選んでいただきたいのも、やは
りグアムです。この南洋の美しい島は、更
に価値や魅力を増すことのできる、さま
ざまな素材が、海・自然・施設・イベン
トなどにまだまだ埋もれています。私た
ちの会社は、あらゆるお客様に、楽しく
安全に目一杯楽しめるグアムであり続け
るため、グアムの観光地としての価値を
上げ続けるため、引き続きお客様のニー
ズに応え、サービスを提供して参ります。

PMT Guam Corporation
（PMTグアム）

副支店長

秋上 利夫 氏
Company profile 

会社の柱となるグアムプラザホテルとJPスーパーストアは今年で
30周年を迎える。ナナズカフェ、ジャ アジアンビストロ、セイルズ
BBQ など、バラエティー豊かなレストランを展開するほか、ター
ザーウォーターパークなど多彩な施設を展開。

　私が初めてグアムに来た1980年初頭
は、ホテルもまだ数少なく、未開発の
ビーチリゾートとの感がありました。
それまで住んでいた日本の都会と比
べ、手付かずの自然の豊かさに感動を
受けたのを覚えています。同時に、米
国領でありながら当時は旅行者といえ
ばほとんどすべて日本人であることに
不思議な気がしました。当時は今ほど
のショッピングオプションがあるわけ
ではなく、いわゆる免税店が日本人で
溢れかえっていましたね。
　グアムのすばらしいところは、なん
と言ってもローカルの人たちがとても
気さくでフレンドリーであること。独

特の習慣や食生活に驚いたものの、
フィエスタのように見知らぬ人も大歓
迎してくれるオープンさは、グアムな
らではでしょう。
　グアムはこれまで観光デスティネー
ションとして独特のスタイルを確立し
てきたと思います。ただ、来島者の数か
ら鑑みて、今後もっと多様な選択肢を
提供できる幅のあるリゾートとして発
展していけるのではないかと思ってい
ます。弊社としてはグアムが観光地と
しての更なる成長に貢献できるよう、
これからも弊社独自の提案をし続けて
いくつもりです。

City Hill Company(Guam), Ltd.
（シティヒルカンパニー）

オーナー、社長

Eric Ichioka 氏
Company profile 

アトランティスサブマリン／ココパームガーデンビーチ／
ニッポンレンタカー／バーガーキング／
Nanyo不動産の運営

　1968年、日本からまだパンナムのフ
ライトしかなかった時代、法人を設立
し音響製品や陶磁器などの輸入小売販
売事業を開始しました。その後1970年
の日本航空のグアム線就航に合わせて
ニッポンレンタカーを始めたことで、
観光関連業界の知己を得て、その後バ
ス会社、免税店、卸売業などを展開し
て参りました。当時は日本人観光客の
いない、まさに未開の島という印象で
した。
　1968年のフジタ・タモンビーチホテ
ル、また1969年の東急ホテル開業は、
観光地グアム島の幕開けを予感する時
でもありました。その後日本航空が東

京↔グアム線に続いて、大阪↔グアム
線の運航を開始し、グアム第一ホテル、
ヒルトン、ホテルオークラとホテルの
開業が相次ぎ、グアムの観光マーケッ
トは拡大していきました。
　50周年を迎えたグアム政府観光局と
共に、今後も事業活動を行っていきた
いと思っています。また日本人マー
ケットだけでなく、韓国人、中国人、ロ
シア人マーケットも合わせて取り込む
ことが重要であると考えております。
グアムのさらなる発展には、ホテルな
ど、インフラの整備も不可欠ではない
でしょうか。

Baba Corporation
（ババコーポレーション）

会長

馬場 明 氏
Company profile 
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Hafa Adai Guam Study Tour Report

ハファデイ・グアム・スタディ・ツアー
今年で20回目、全国9都市から91名が参加

ハファデイ・グアム・スタディ・ツアー・レポート

グアム政府観光局（GVB）が誕生して
今年で50年。日本とグアムの観光交
流の歴史も40年以上を数える。グア
ムへのパッケージツアーが発売された
当初の各旅行会社のグアム商品パンフ
レットを見ると、当時いかに海外旅行
が特別なものだったことがよく分か
る。また美しいイメージショットやイ
ラストを使い、グアムの魅力を紹介す
るこだわりの内容は、今だからこそ、
新鮮な印象を与えてくれるだろう。

ジャルパック（1970年）
旅行代金は、３日間7万2000円、４日間7万7000円から

（東京／大阪発）。ファーストクラス、ホテルのスイー
トルーム利用のデラックスプランは、４日間13万7000
円、５日間14万8000円（東京／大阪発）となる。ちなみ
にジョニー・ウォーカー黒も付く。＋サイパン（6日間
12万2000円）、＋ヤップ（8日間16万5000円）も。島のイ
ラストは、今の時代に紹介しても全く遜色はない。

JTBワールドバケーションズ（1973年）
旅行代金は、観光付きで３日間で7万8000円（東京発）、
４日間で8万4000円（東京／大阪発）。デラックスプラ
ンは、３日間で9万円（東京発）、４日間で9万9000円（東
京／大阪発）。５日間、６日間のツアーやサイパン（５
日間で11万9000円）、サイパンとパラオ（７日間で19万
5000円）を組み合わせたプランも。イメージショットを
ふんだんに使って、旅程を紹介する贅沢な紙面。

グアム商品の
パンフレットを見る

グアム政府観光局（GVB）が実施している旅行会社関係者向け研修プログラム「ハファデイ・グアム・スタディ・ツアー」が今年で20回目を迎えた。
ユナイテッド航空の直行便を利用し、全国9都市（札幌、仙台、新潟、東京、名古屋、大阪、岡山、広島、福岡）から合計91名がグアムを訪れ、ホテルやチャペルを視察した。

【取材・文・写真＝須藤太嗣、取材協力＝グアム政府観光局／ユナイテッド航空】

　MICEの目的地として存在感を高めるグアム。各ホテルが大規模団体に対応
可能な施設を備えているほか、顧客のニーズに応じ柔軟なアレンジができるこ
とを売りとしている。今回のプログラムでは、ハイアット リージェンシー グ
アム、シェラトン・ラグーナ・グアム・リゾート、ホリデイリゾート ＆ スパ 
グアム、ヒルトン・グアム・リゾート＆スパ、オンワード ビーチ リゾート、
PICグアム、ウェスティン リゾート グアム、ホテル・ニッコー・グアム、ア
ウトリガー・グアム・リゾート、レオパレスリゾート・グアム、リーフホテ
ル、アルパン・ビーチ・クラブ（順不同）を視察した。

　ハイアット リージェンシー グアムのバ
ンケットルームでは、ホテルオリジナルの
テーマパーティーが可能であるほか、ウッ
ドデッキのパーティースペース「シーサイ
ドデッキ」での、タモン湾に沈む夕陽を眺
めながらのパーティーも好評。今回のウェ
ルカムディナーもシーサイドデッキで行わ
れた。

　シェラトン・ラグーナ・グアム・リゾー
トのバンケットルーム「オーシャンセレナ
ボールルーム」は最大600名着席可能で、パ
ノラマスクリーンも完備している。今回の
セミナー＆ワークショップも同ホテルで行
われた。

　ホテル・ニッコー・グアムは全室がオー
シャンフロント。東京ドームとほぼ同じ広
さを持つ中庭では1500名まで収容可能で、
トロピカルな雰囲気の中でガーデンパー
ティーが楽しめる。目の前でシェフが炭火
で焼くバーベキューも人気という。

　ウェスティン リゾート グアムはビーチ
でのパーティーのほか、最新の映像・音響
機器を活用したテーマパーティーやチーム
ビルディングなど、ユニークな企画を提案
する。視察当日は、宴会場を南欧テイスト
の演出で彩った。

　レオパレスリゾート・グアムは、サッカー
グラウンドや野球場、最新鋭のトレーニン
グ施設などを完備している。各国代表のス
ポーツ選手らも合宿で頻繁に利用する。バ
ンケットルームは最大800人を収容可能。

グアムならではの観光素材　チームビルディングにも最適

　「タートルツアー」が実施している「エコアドベンチャー・
ジャングル・ハイキング・ツアー」では、日本語ガイドと
共に、島内のジャングルを散策する。川の中を歩いたり、
傾斜のきつい箇所などもあり、歩いているうちに自然に参
加者同士で交流が生まれる。
　これまで最大で90名程度の団体にも対応した経験があ
るという。コースにより太平洋戦争についてのレクチャー
を受けられる機会もあるため、教育旅行にもお勧めだ。

　ココス アイランド リゾートでは、海底
散策アドベンチャー「シーウォーカー」を
はじめ、様々なマリン・アクティビティが
楽しめる。島内では、ココス島でのみ人工
繁殖に成功した飛べない鳥「ココバード」
ともふれあえる。教育旅行の素材として活
かしたい。

　アルパン・ビーチ・クラブ（ABC）で
は、ジェットスキーなど様々なビーチアク
ティビティが楽しめる。最大1000名収容可
能な砂浜では、パーティーのほか、面積を
活かした綱引き大会などのチームビルディ
ングも可能だ。

　チームビルディングとは異なるが、団体
客に喜ばれそうなのが、土日のみ開催され
るデデドの朝市。日用品や果物などのほか、
様々な食べ物を提供する屋台が建ち並ぶ。
日の出から朝９時くらいまで開かれている
ため、朝ご飯をここでとるのもおもしろい。
タモン地区から約15分という好立地。各ホ
テルからシャトルバスも出ている。

企業のインセンティブ旅行などに今や欠かせないのがチームビルディング。グアムならではのアクティビティを日程に組み込めば、特別な体験を提供できる。

各ホテルMICEの受入体勢

懐かしのあの頃･･････。

（参考）1967年当時の大学初任給は2万円

シーサイドデッキ

ボールルームでのワークショップの様子

視察当日はバンケットルームで披露宴が。
薄いピンクの照明で華やかさを演出

視察当日の宴会場の様子。
企画力・演出力が強み、とホテル担当者は語る

800人収容可能なバンケットルーム

密林の中をガイドの解説のもと散策する

ココバード

1000名規模が収容可能なビーチ

朝市の様子。食べ歩きも楽しい
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Pacific Island Holidays LLC.

現地資本の独立系 ランドオペレーター誕生
長年の信頼と実績を活かしミクロネシアでビジネス展開

パシフィック・アイランド・ホリデーズ

昨年1月に新しくランドオペレーター事
業を開始し、今年4月からは日本市場へ
もビジネスを拡大したクロッペンバー
ク・エンタープライズ。今年10月1日
からは「パシフィック・アイランド・
ホリデーズ（Pacific Island Holidays 
LLC.）」という新会社で事業を展開して
いく。同社は、グアムで長年にわたって
オプショナルツアーと送迎サービスを手
がけるタートルツアーも運営。ランドオ
ペレーション事業でも現地資本の会社と
してグアムに精通した先鋭を集め、日本
市場での手配に力を入れていく。

パシフィック・アイランド・ホリデーズ誕生
現地に精通した精鋭集団

　クロッペンバーグ・エンタープライズ
は2012年１月に、グアムへのロシア人旅
行者に対するビザ免除措置を受けて、ま
ずロシア市場向けにランドオペレーショ
ン事業を開始した。その後、今年４月か
らはグアムにとって最大のマーケットで
ある日本へもビジネスを拡大、10月には
新たにパシフィック・アイランド・ホリ
デーズとして本格的に事業を展開してい
く。

　新規事業立ち上げの背景にはグアムに
おける昨今のランドオペレーション事情
がある。グアムでは日系ホールセラーの
支店あるいは子会社がランドを手配する
ケースが大半を占めている現状で、グア
ムへの日本人訪問者数の底上げを図るた
めには、独立系のランドオペレーターが
必要という声が多く上がっていたため
だ。すでにFIT市場では日本の旅行会社
数社と契約を結んでいるほか、新たな手
配に向けて継続的に交渉を続けている。
　事業立ち上げから約１年半で、ロシア
や日本をはじめフィリピンでもビジネス
を展開。今後は、グアムへの渡航者が急増
している中国や香港へもランドオペレー
ション事業を拡大していく考えだ。

目標はグアムで最大の
独立系ランドオペレーター

　日本はグアムにとって成熟したマー
ケットであり、ホテルや航空座席の供給
量には限りがあるものの、同社では日本
市場のポテンシャルはまだ高いと見てい
る。今年上半期の日本人訪問者数を見る
と、前年同期比0.1%減の444,934人とほぼ
横ばいだが、東北や九州など地方からの
訪問者数が伸びており、新たな市場開拓
に可能性が見られる結果となっている。
初年度の目標を月間200から300名、年間
で最大4,000名ほどに設定。２年目以降は
独立系ランドオペレーターを求めるニー
ズに応えることで、さらに上積みを図っ
ていく。
　長年にわたってグアムでビジネスを展
開してきた同社は地元企業とのつながり
も深い。クロッペンバーグ・エンタープ
ライズ社長のブルース・クロッペンバー
ク氏は「そのメリットを生かし、さまざ
まなパートナーシップによって、魅力的
なレートを日本の旅行会社に提案するこ
とができる」と自信を示す。
　日本市場でのランドオペレーション事
業拡大に向けて、「大切なことはベストを
尽くすこと。我々が提供するサービスを
喜んで頂けるように最善を尽くしていく」
とクロッペンバーク氏。「将来的にグア

ムで最大の独立系ランドオペレーターに
なる」という大きなビジョンを掲げてい
る。マーケットの活性化、日本人訪問者
数の底上げのためにも、パシフィック・
アイランド・ホリデーズへの期待は大き
い。

45年の信頼と実績
独自サービス展開

　ランドオペレーターとして新規参入し
た同社だが、タートルツアーとしては

グアムですでに45年の経験がある。タロ
フォフォ川を遊覧船で進む「アドベン
チャー・リバークルーズ」、野生のイルカ
を観察する「イルカウォチング・アドベ
ンチャー」、洞窟探検や川歩きなどが楽し
める「エコアドベンチャー・ジャングル
ハイキング」、グアムの観光スポットを
巡る「定期市内観光」などを提供してお
り、そのユニークなプログラムは日本人
観光客のあいだでも人気が高い。
　同社としても、オプショナルツアーで
の信頼と実績をランドオペレーション事

業にも活かしていく考え。クロッペン
バーク氏も「それは大きなアドバンテー
ジ」と話し、オプショナルツアーとラン
ドオペレーションとの相乗効果に期待を
かける。
　送迎サービスでは現在、バンタイプか
ら大型までバス80台を所有。ランドオペ
レーションでもそのバスを最大限利用し
てサービスを提供していく。また、同社
には現在７名の日本語ガイドが在籍する
が、今後日本市場の拡大に合わせて増員
していく方針だ。
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Pacific Islands Club Guam

ディナーショーがスケールアップし音響・照明も大迫力に
客室はスイートを含む全室の改装を完了

PICグアム

広大な敷地に、777室の客室とアクティ
ビティたっぷりのウォーターパークを
持つグアム最大級のリゾート「PICグア
ム」。この7月にはディナーショー会場の
「アンフィ・シアター」もスケールアップ
して生まれ変わった。すでに全客室の改
装を終え、宿泊客は新しいPICグアムの
魅力を満喫できる。

アンフィ・シアターの
収容力は3割増

　PICグアムの人気施設のひとつ「アン
フィ・シアター」。ウオーターパーク内
のラグーンの中に浮かぶようにして設け
られた屋外ステージで繰り広げられる
ショーを、客席から鑑賞するエンターテ
インメント施設で、夜の心地よい潮風を
感じながら楽しめるのが特徴だ。カップ
ルからファミリーまで幅広い人気を博し
ている。
　このアンフィ・シアターの改装工事が
７月に完了。規模を拡大し、最新のディ
ナーショー会場としてお目見えした。
　改装前と比較してステージ面積は約
1.5倍に広がり、より迫力あるステージパ
フォーマンスが可能になった。また座席
も増席。収容力は改装前の450席から600
席に約３割以上増えた。

パフォーマンスの内容を刷新
最新のステージ技術も導入

　規模が拡大しただけでなく関連設備も
最新のステージ技術が導入され、音響設
備を一新し、臨場感あふれる音響空間を
実現している。照明に関しても、ステー
ジ上をより明るく照らし出す内容に変更
したうえで、照明効果にレーザー光線も
取り入れて進化している。また白煙を噴
霧する仕掛けも施し、ステージ演出効果
もパワーアップしている。
　これらの施設・設備の拡張・改良に合
わせてショーの内容の見直しも行った。
ダンスの内容から衣装まですべてを一新
し、まったく新しくショーを構成。太平
洋の島々に伝わる伝統的な踊りをフィー
チャーした壮大なエンターテインメント
という基本構成は変わらないが、ステー
ジ上で繰り広げられる一つひとつのパ
フォーマンスの内容を刷新した。
　ディナーショーの食事内容も、グアム
らしいチャモロ風料理のビュッフェスタ
イルという基本スタイルはそのままに、
料理のラインナップを充実させている。

全客室の改装を完了

　PICグアムは昨年度中に客室のほとん
どの改装を完了していたが、このほど、
残っていたスイートルーム（ロイヤルク
ラブ・デラックス・スイートとロイヤル
クラブ・スイート）12室の改装も完了し、
これですべての客室が一新された。
　昨年からの改装では、室内設備のグ
レードアップと内装のリフレッシュが図
られ、快適度が一段と向上。すべての客
室に液晶テレビが設置されたほか、客室

内のフロアをすべてタイル張りにした。
ウォーターパークやビーチからそのまま
部屋へ戻ることの多いPICならではの配
慮で、利用者から好評を博している。
　上位カテゴリーの客室には、ウォシュ
レットも設置した。日本の家庭の約７割
に設置されているといわれる温水洗浄便
座が海外旅行先でも整備されているのは
嬉しいところ。スーペリアプラス以上の
カテゴリーの客室すべてに設置されてい
る。

　ロイヤルタワーの全客室には、新しく
ビデオコマンドシステムを導入。ゲスト
は、当日のアクティビティやレストラン
の情報、ウォーターパークのアクティビ
ティの詳細など、客室内のテレビから情
報を得ることができる。また、天気予報
やフライト情報、グアムの観光スポット
などの情報にもアクセスが可能で、グア
ムでの滞在を効率的に過ごすための貴重
なツールとして、ぜひ活用したい。
　さらにロイヤルタワー全室に無料の
WiFiを完備。ロイヤルタワーの宿泊客は
簡単なログイン操作で客室でWiFiを使
うことができる。尚、ロビーエリアでの
無料WiFiは従来通り、誰でも利用できる。

キッズクラブの施設も拡充

　ファミリー旅行者の多いPICグアムで
は、子供連れに優しいリゾートを追求し
ている。中心になるのはキッズクラブ。
４歳から12歳の子供が対象で、参加者す
る子供にはクラブメイツが同伴し、プー
ルやビーチでのアクティビティなどをサ
ポート。親も子供を預けて自由な時間を
過ごすことができる。またアクティビ

ティに参加し
ない子供のた
めには、子供
たちが自由に
遊べる安全な
スペース（安
全確保のため
のマットやクッションを設備）を新た
に用意。PICグアムのマスコット「シッ
キー」の名前にちなみ「シッキー・プレ
イハウス」として10：00～14：00と15：
00～17：00の時間帯に開放している。
　キッズクラブやシッキー・プレイハウ
スで子供を遊ばせれば、各国からの子供
たちと触れ合うチャンスがある。

女性に人気のスパやヨガも充実

　家族連れの母親や、女性宿泊客に
は、PICグアムのオリジナルブランド

「JIIVANA SPA（ジバナ・スパ）」がお
すすめ。自然治癒力や生命力を高める施
術トリートメントを各種用意している。
　リゾート敷地内に設けられたスパ専用
棟には、美しい庭を囲む形で配置され
たトリートメントルームが12部屋。この
うちカップルルームが３部屋、フットバ
ス専用部屋も１部屋あり、FIRサウナや
ジャグジーも併設している。
　トリートメントは、指圧、アロマセラ
ピー、呼吸法、深部組織療法などのさま
ざまオリジナルメニューを用意。デトッ
クスについてはアロマオイル入りのバス
タブにつかり、発汗しながら徐々に老廃
物を体外に排出する効果を実感できる。

　ヨガも人気だ。スパに隣接するヨガ専
用施設の「サムドラ・パビリオン」は海
の目の前にあり潮風を感じながらヨガを
体験できる。専門のフィットネスインス
トラクターがヨガを指導し、PICグアム
の宿泊客は無料でレッスンを受けられる。

ウォーターパークは
アクティビティ満載

　リゾートの敷地の多くを占めるのが
ウォーターパーク。プールだけでもメイ

ンプールやゲーム用プール、競技用プー
ルがあり、ほかに２種類のウォータース
ライドや、敷地内の各エリアをつなぐラ
グーンがある。「泳げる水族館」は、カ
ラフルなたくさんの熱帯魚が泳ぐ海水の
プールで、その中をスノーケリングで魚
と泳ぐアクティビ
ティが人気を集め
ている。
　ウォーターパー
クはプールなどの
施設が整っている
だけでなく、クラ
ブメイツがインス
トラクター兼エ
ンターテイナー
として各種アクティビティを提供してい
る。またウォーターパークは夜9時半まで
オープンしているので、夕食や買い物か
ら戻った後にも楽しむことができる。
　グループ旅行ではウォーターパークを
イベント会場として活用できる。たとえ
ば50名以上のグループ用の無料プログラ
ムが「PICウォーターオリンピック」。
水上運動会として水上玉入れ、カヤック
競争、水中綱引き、水中バレーボールな
どを競いながらチームビルディング効果
も期待できる。クラブメイツが司会を務
め、各班にもクラブメイツがリーダーと
して参加し進行を手伝い、イベントを盛
り上げる。

文化体験プログラムも用意

　PICグアムらしい体験プログラムも用
意されている。ウォーターパーク内のカ
ルチャーアクティビティセンター「グマ
チャモロ」では、水牛（カラバオ）が引く
カートの試乗体験やヤシの葉編み教室、
ココナツジュース試飲、ココナツキャン
ディー作り、チャモロ投網体験、チャモ
ロ語教室など文化体験のチャンスを提供
している。
　またグアムが日本に一番近いアメリカ
であることを実感しつつ、子供の語学へ
の関心を高めることができる英語体験プ
ログラムも用意している。これは「レッ
ツ・スピーク・イングリッシュ」プログ
ラムで、“Let’s speak English”のバッジを
付けた参加者に対して、リゾート内のス
タッフ、インストラクター、クラブメイ
ツなどが英語で積極的に話しかけるとい
うもの。フレンドリーなスタッフを相手
に、自然な形で英会話を実戦できるのが
特徴だ。

新しくなった「アンフィ・シアター」 太平洋の島々の伝統的なダンス ファイヤーナイフショー

ロイヤルクラブ・スイート

ロイヤルクラブ・デラックス・スイート

キッズクラブ

シッキー・プレイハウス

ジバナ・スパ

「サムドラ・パビリオン」でのヨガレッスン

クラブメイツ

PICウォーターオリンピック
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Driving in Guam

グアムの歴史を巡るドライブコース
グアムでドライブ

今年設立50周年を迎えたグアム政府観光局。現在観光客の多くが滞在する
エリアは、その50年の歴史の中でつくられたものがほとんどだ。
しかし、アメリカ合衆国に属しながら、その文化や風俗には、300年以上
続いたスペイン統治時代の影響が色濃く残る。そんなグアムの歴史を紐解く 
ポイントに立ち寄りながら、島をレンタカーでぐるっとひとまわりして、 
いつもと違うグアムの魅力にふれてみては。

グアムの歴史とは？

①紀元前〜1500年　古代チャモロ時代
グアムの先住民は、チャモロ人と呼ばれる人々。その起源については、
考古学、人類学、歴史学のいずれにおいても、謎に包まれている。紀
元前1500年頃の資料からは、古代チャモロ人は東南アジアの諸島から
移住してきた民族であると推測される説もある。

②1500年〜　スペイン統治時代
世界一周の航海の途にあったマゼランがグアム島を発見し、ウマタッ
クに上陸したのが、1521年3月6日のこと。その後1565年から、333年に
も及ぶスペインの統治時代が始まった。

③1898年〜　アメリカ時代
1898年スペイン軍によるアメリカ戦艦の撃墜をきっかけに米西戦争が
勃発。同年アメリカによって占領された。1941年に、日本は太平洋戦争
勃発を機にグアムを占領、31ヶ月間にわたり日本の占領下となった。
その後、1944年に再びアメリカの統治下に入り、1950年にはアメリカ
の自治属領（準州）となった。

ラッテストーン公園
［古代チャモロ時代］

スペイン統治時代に、交易船を海賊から守るために
築かれた砦の跡で、修復され現在に残る。眼下には、
静かな入江とウマタック村ののんびりとした穏やか
な景色が広がる。

1521年3月6日、ポルトガルの探検家マゼランが、
世界一周航海中にグアムに初めて上陸したことを記
念した場所。約4メートルの石碑は、1926年に建
設されたもの。グアムの歴史を学ぶ上で欠かせない
場所だ。

太平洋戦争末期に繰り広げられた、アメリカ軍と日本
軍との間での激しい戦闘。その歴史を後世に伝えるべ
く整備された、グアムで唯一の国立公園。「T.ステル・
ニューマン ビジターセンター」には、アメリカ側から
見た太平洋戦争について学べる展示施設がある。

太平洋戦争時、日米の激戦地となったジーゴ。旧日
本軍兵士の霊を祀る高さ15メートルの慰霊塔や遺
品などが展示された「平和を祈る家」、当時の防空壕
などが残っており、平和学習の一環として欠かせな
い場所。

現在でも多くの謎が残された「ラッテストーン」。
太平洋の先史時代に作られたとされており、公園に
は、こけしのような形をした高さ1.5〜２メートル
の石柱が並ぶ。宗教的な意味合いを持つとも、高床
式建物の土台とも言われている。

現在の政治と経済の中心、ハガニアにある広場で、
かつてスペインの総督邸があったところ。総督邸跡
をはじめ、総督夫人がチョコレートドリンクを客人
にふるまっていたことに由来したチョコレート・ハ
ウス、聖母マリア大聖堂など、見どころがたくさん。

グアムの歴史や文化、自然について学べるカル
チャーテーマパーク。チャモロ文化のスタイルを忠
実に再現し、当時の家や服装、ダンスや料理、ハン
ディクラフトなどが体験できる古代チャモロビレッ
ジなど、古代チャモロ時代の伝統文化を体験できる。

タロフォフォ川の支流にある３段の滝で、グアム最
大の滝。この場所から15分程のところに、元日本
兵、横井庄一さんが、28年間にわたって潜伏生活を
送っていたといわれる洞穴の一つを再現したレプリ
カがある。

スペイン広場（聖母マリア大聖堂）
［スペイン統治時代］

「リナラ」 グアム ビーチ＆カルチャーパーク
［古代チャモロ時代］

タロフォフォの滝＆横井ケーブ
［アメリカ時代］

平和慰霊記念公園
［アメリカ時代］

太平洋戦争国立歴史公園
［アメリカ時代］

マゼラン記念碑
［スペイン統治時代］

ソレダット砦
［スペイン統治時代］

©National Park Service / David Castro Photo courtesy of Guam Visitors Bureau

Photo courtesy of Guam Visitors BureauPhoto courtesy of Guam Visitors Bureau

グアム国際空港営業所
24時間

タモン営業所（Kマート前）
無料送迎サービスあり 8：30〜16：30

ヒルトンホテル営業所
8：30〜11：30／13：30〜16：30

ハイアットホテル営業所
9：00〜11：30／13：30〜17：00

ラマダスイーツ営業所
月〜金8：30〜16：30／土日休み
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Guam Premier Outlets(GPO)

人気ショップ続々オープン、フードもさらに充実
１日中楽しめるエンターテイメント・アウトレット

グアム・プレミア・アウトレット（GPO）

人気ブランドが新たに登場
コールドストーンも新規オープン

　GPOには今年新たに「トミー・バハマ」
と「トミー・ヒルフィガー」のアウトレッ
トストアが加わる。
トミー・バハマは今
年９月初旬、トミー・
ヒルフィガーは11月
にそれぞれオープン
予定だ。いずれも世
界的にも人気のアパ
レルブランドだけに、そのアウトレット
価格には注目が集まりそうだ。
　新たなラインアップが加わることに
よって、数店舗が移動することになる。
まず、トミー・ヒルフィガー向けに広い
スペースを確保するために、金やプラチ
ナなどの幅広いジュエリーを扱う「ビン
スズ・ジュエラー」が「ビタミン・ワール
ド」の隣に移動する。このほか、ハワイ
アン・ジュエリーとスターリング・シル
バー・ジュエリーの専門店「マウイ・ジュ
エリー」がキオスク・スペースに移る。
　フードコートでは、チャモロ料理と
フィリピン料理を提供する「マイ・クシ
ナ」が今年はじめにオープン。新たにグ
アムのローカルフードの味が楽しめるよ
うになった。また、7月15日には、「コー
ルドストーン・ヨーグルトバー」もオー

プン。好みのヨーグ
ルトやトッピングを
自由に選べるセル
フスタイルのヨーグ
ルトバーが楽しめ
る。さらに、近くに
はバラエティーに富

んだシェイクやアイスクリームで人気の
「コールドストーン・クリーマリー」もあ
る。いずれも日本で評判のチェーン店。
日本人旅行者に喜ばれそうだ。

「スイート16」プロモーション実施
11月29日にはクリスマスセール開始

　今年オープン16周年を迎えるGPOで
は、豪華賞品が当たる「スイート16」プ
ロモーションを実施。スポンサーには、
プレステージ・オートモービル、ユナイ
テッド航空、IP&E、IT&E、パラダイス・
フィトネス・センター、シェラトン・ラ
グーナ・グアム・リゾートが名を連ねる。
賞品には、2013年型ミニクーパー、２人
１組にアジア、ミクロネシアあるいはケ
アンズへの旅行、「パラダイス・フィト
ネス・センター」から１年間のメンバー
シップ、４ヶ月間無料サービスの付いた

スマートフォンなどがあり、抽選会は10
月26日に行われる。
　 同時に、ツイッター、フェイスブッ
ク、インスタグラムなどのSNSを利用し
たプロモーションも展開している。フェ
イスブックでは、誕生日写真コンテスト
を実施。16作品まで絞り込み、毎週フォ
ロアーからの投票を受け付けている。誕
生日写真優勝者には、チャックＥチーズ
から子ども10名分の「スーパースター・
バースデイ・パッケージ」とコールドス
トーン・クリーマリーからアイスクリー
ム・バースデイケーキがプレゼントされ
る。また、投票者のなかから抽選で２名
に映画無料券と10ドル相当のコールドス
トーン・ヨーグルトバー・ギフト券があ
たる。
　さらに、GPOのインスタグラム・ペー
ジでも週間コンテストを実施。GPOに
あるショップの製品やサービスを写真に
撮り、インスタグラムを通してフェイス
ブックにアップロードする。当選者には、

スポンサーのIP&Eから40ドル相当の無
料ガソリン券が贈られる。
　このほか、10月25日には今回で９回目
を迎えるゴルフトーナメントも開催。収
益金は、地域社会への貢献の一環として
グアム・ガールスカウトとPa’a Taotao 
Tanoカルチャー・クラブに寄付される。
　11月29日には、「ブラック・フライデー」
セールを皮切りにクリスマス商戦が始ま
る。豪華なデコレーションで飾られ、ギ
フトラッピングのブースも設置。サンタ
クロースとの写真コーナー、マジック
ショー、アイススケートリンクなども設
けられ、GPOはクリスマス一色になる。

　キオスクでは、今年第４四半期には、「ガ
ブズ・バッグス」と「テレワールド」の2つ
のショップが新たに加わる。ガブズ・バッグ
スは、ハンドメイドのイタリア製革製品を
扱い、テレワールドは携帯電話やタブレッ
ト端末用のアクセサリーを提供する。
　GPOには多彩なキオスクがそろい、友人
や家族へのお土産にぴったりのアイテムや
ショッピングの合間に楽しみたい軽食やス
イーツも豊富にそろう。
●ビアード・パパ
シュークリームやモカ、マンゴー、ストロベリー
などのアイスクリーム
●ボディーライン
ハンドメイドの石鹸、バス&ボディーワークス、
ヴィクトリア・シークレットのローション、香りつ
きおしぼり、ボティースプレーなど。
●セルタズ・クリエイティブ・アーツ
革製小物、ネイティブアメリカン・グッズなど。
●シナボン
シナモンロール&コーヒー
●グアム・ナラ
携帯電話ストラップやIDブレスレット
●ミスター・サープラス
ミリタリー用品
●ピンク・ハウス
ヘア・アクセサリー
●シャイン・ア・スター
ラインストーン・アクセサリー、クラッチバッグな
ど
●スマイル・キャンドルズ
手づくり装飾キャンドル
●サンシャイン・アクセサリーズ
ファション・アクセサリー
●パピー・ワールド
ペット用品

グアム・プレミア・アウトレット（GPO）はグアムで唯一のアウトレットショッピング
モール。75以上の店舗が入り、世界的に有名なブランドをアウトレット価格で提供し
ている。タモン地区からは車で5分のタムニング地区にあり、ロケーションも抜群。
フードコートやレストランも充実しているほか、3D対応を含む14のスクリーンを備
えるシネマ・コンプレックスもあり、1日中楽しめる場所だ。新たなテナントも加わ
り、さらにパワーアップ。ますますGPOから目が離せない。

進化するキオスク
多彩に揃うお土産アイテム
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Alupang Beach Club

大型団体、修学旅行の利用者から絶大な信頼
全コース＄80相当の「最強ビーチリゾート」付き

アルパンビーチクラブ（ABC）

創業26周年を迎え、修学旅行や大型団
体の利用がさらに増加しているアルパン
ビーチクラブ（ABC）。
　アガニア湾の恵まれた海域内にある、
グアムでは数少ないプライベートビーチ
をベースに、グアムの海を存分に楽しめ
るマリンアクティビティを提供している。
　主要ホテルから車でわずか10分とア
クセスも抜群。2013年度から、全コー
スに$80相当のビーチリゾートアク
ティビティ（最強ビーチリゾート）が含
まれるなど、全パッケージの付加価値が
グレードアップ。個人から大型団体ま
で、あらゆる客層が満足できる体制を整
えている。

タモンエリアからわずか10分
安定した海域でいつでも安心

　グアム最大級のマリンリゾート「ABC」。
グアムの主要ホテルが並ぶタモンエリア
から車でわずか10分。潮の満ち引きの影
響がなく、年間を通して安定した海域に
あるため、いつ訪れてもグアムの海の魅
力を満喫できるのが特徴だ。深さ1〜1.5
ｍの遠浅の海が沖合まで続く、500ｍに
もわたるプライベートビーチを完備して
いる。
　また無料の送迎バスが８〜17時まで１
時間おきに主要ホテルとABCの間を運
行しているため、修学旅行やインセン
ティブといった大型団体でも、グアム滞
在中の限られた時間の中で、日程を組み
やすいのが特徴だ。

団体旅行も安心
全インストラクターが有資格者

　ABCが団体旅行に人気の理由の一つ
は、充実したサポート体制。全てのビー
チインストラクターがライフガードと
ファーストエイドの有資格者。さらにグ

アム警察のウォーターセーフティークラ
スを受講するなど、定期的なトレーニン
グによって専門知識も取得しているの
で、安全面が特に重要となる団体旅行や
修学旅行には安心。ビーチには常時14〜
20名のスタッフが監視し、利用者の安全
を見守っている。
　また、アクティビティの選定でも、安
全性の高い機種を厳選。例えば、パラセ
イリングでは安全性を重視して、二人乗
り座席シートタイプを導入するなど、厳
しい管理態勢のもと、定期点検を頻繁に
行っている。

チームビルティングに最適
人気のイルカウォッチングも団体で

　修学旅行やインセンティブの利用実績
が豊富なABCでは、グループのニーズ
に応えた各種プログラムの相談に応じて
いる。通常のアトラクションに加え、カ
ヤックレースや綱引きなどのチームビル
ディングプログラムをはじめ、貸し切り
のプライベートビーチパーティでは、
1000名規模のグループにも対応。またス
イカ割りや宝探しなどのゲーム、ボート
のチャーター、夜のバーベキューディ
ナーなど、オリジナルプランもある。

　人気のイルカ
ウォッチング
も団体利用が可
能。最大78名収
容のクルーザー
に加え、44名乗
りと33名乗りのクルーザーも稼動してお
り、1日最大700名まで対応できる。この
規模はグアムでもABCだけだ。

豊富なマリンアクティビティ
「最強ビーチリゾート」付でお得度アップ
　
　ABCでは、ジェットスキー、バナナ
ボート、パラセイリングなどの豊富な
アクティビティパッケージに、2013年度
からはビーチステイ、ビーチアクティビ
ティ、食べ放題ランチ、ミクロネシア・カ
ルチャー・プログラム、ガイド付きシュ
ノーケンリングツアーなど、＄80相当の
ビーチリゾートアクティビティ（最強
ビーチリゾート）が全ツアーに含まれ、

お得度が格段
にアップ。イ
ルカウォッチ
ングでも、外
洋で野生のイ
ルカを観察、
ツアー後は、

オーシャン・シュノーケリングや底釣り
に加え、このビーチリゾート体験が含ま
れる盛り沢山の内容が自慢。グアムでど
こよりもお得なイルカウォッチングとし
て人気が高い。

たっぷり一日ABCスケジュール案
08:00 宿泊ホテル出発

08:15 ABC到着、チェックイン

08:25 ブリーフィング（オリエンテーション）、
ロッカールームに荷物を預ける

08:30 希望したアクティビティを体験
（ジェットスキー、パラセイリング、
バナナボート、イルカウォッチングなど）

11:15〜15:30 
　　　ランチタイム
　　　※好きな時間に利用可能

13:30 各自選んだアクティビティを体験
（ジェットスキー、パラセイリング、
バナナボート、イルカウォッチングなど）

15:00 各種ビーチリゾートアクティビティ

16:00 ゲーム大会（綱引き、カヤックレース、

ビーチバレーなど）

18:00 ABC出発

18:15 ホテル到着

団体旅行スケジュール例

　修学旅行やグループ、＄100
以上のパッケージに参加した旅
行者に、アメリカ合衆国の歴代
大統領の顔が刻まれた、希少な
新1ドルコインをプレゼントす
る「マゼランの秘宝」プログラ
ム。このプログラムは、今から
約500年前、世界一周航海の途に
あったマゼランがグアム島を発見し、ABCのあるアガニア湾に
上陸した可能性があることにちなんだもので、グアムの歴史、
さらには、マゼランの世界航海の歴史を知るきっかけとして、
修学旅行の学習素材にも最適だ。

　グアムの文化について学べる
「ミクロネシア・カルチャー・プ
ログラム」は、ココナッツの葉編
みやココナッツ・キャンディー作
りなど、グアムの古代チャモロの
文化を体験学習できるもの。また
「ガイド付きシュノーケリングエ
コツアー」では、グアムの海の世
界が体験できる。ここでレクチャーをするのはグアム
の歴史、自然、文化に精通した、「エコ先生」ことABC
のスタッフ。遊びながらグアムの自然や歴史について
学習することができる質の高いプログラムだ。　

グアムの歴史を学ぶ
「マゼランの秘宝」プログラム

グアムの文化と自然を学ぶ
２つのプログラム

　ABCでは、自然環境保護のため
の植樹やビーチクリーニング、絶
滅危機動物の保護・観察、サンゴ
の生態観測などの海洋保護活動な
ど、多岐に渡るボランティア体験
ができる「ボランツーリズム」プ
ログラムを提供している。
　このプログラムは、各パッケー
ジに追加して参加できるもので、
参加者には、もれなく「ボランツー
リズムTシャツ」と「海外ボラン
ティア証明書」が付く（所要2〜3
時間。参加料金1人30ドル。「ボラ
ンツーリズム」参加費の一部は、
環境保護団体に寄付。）

　このような社会貢献活動は、修
学旅行の学習素材として活用でき
るほか、企業団体にとっても、
CSR（企業の社会的責任）の重要
性が求められる中、インセンティ
ブやチームビルディングの素材に
最適。ABCでは、環境破壊への問
題提起ができる場として、プログ
ラムを立ち上げ、グアムの豊かな
自然を守るという啓蒙活動の一環
として、このプログラムを継続し
ている。

企業のCSR、
修学旅行の学習素材に
ボランツーリズム
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Wedding

ウエディング形態の変化に合わせ進化し続けるグアム
国内との競合や家族志向への対応にアイデアを投入

ウエディング

グアム政府観光局によると、グアムで
海外挙式する日本人カップルは年間
9500～1万組。このウエディングマー
ケットをめぐり、ワタベウェディング、
アールイズ・ウエディング、クチュール・
ナオコ・ウエディング、ワールドブライ
ダルなどのウエディング手配会社がしの
ぎを削る。こうした競争環境が、ウエ
ディング需要の変化に合わせて次々と新
機軸を生む原動力となっている。グアム
のウエディング受け入れ体制の進化は、
ウエディング・デスティネーションの中
でも最先端。進化を続けるグアムのウエ
ディングマーケットの最新事情とは。

定着する家族志向と、
国内との競合

　海外挙式を検討するカップルにとって
のメインテーマは「家族や周りの人々へ
の感謝を伝える」ことだ。海外ウエディ
ングに関する各種統計調査でも、海外挙
式を選んだ理由として「親孝行」や「家
族旅行を兼ねて」などが上位に挙がるの
が普通になっている。
　同時に国内挙式との競合も目立つ。海
外旅行が一般化するのに伴い、海外への
憧れは海外挙式のモチベーションとして
は力が低下。むしろ国内挙式のきめ細か
さや行き届いたサービスが評価される時
代だ。「最近では挙式場所を決める際に、
ハワイとグアム、さらに東京を比較検討
するケースも目立つ」（ワタベグアムCS
室・運営企画グループ大田哲也マネー
ジャー）。また、かつては海外デスティ
ネーションが独占してきたリゾートウエ
ディングも、沖縄の台頭で国内との競合
が激化している。

海外挙式の新たな形
「リゾ婚ハート」

　家族志向と国内との競合という２つの
傾向に対応しながら、海外挙式の新たな
価値創造に取り組んでいるのがワタベ
ウェディングの「リゾ婚ハート」だ。これ
はリゾートウエディングと、帰国後の国
内でのお披露目を組み合わせた新しいウ
エディングスタイル。リゾートウエディ
ングでは家族に対する思いを尽くし、国
内お披露目では、友人などより多くの
人々に対する感謝を表す。婚姻カップル
の願いを最大限に実現するための提案。
リゾートウエディングと国内披露パー
ティーの両方を組み合わせることで、結
婚式の本質的な価値をより高めるのが

「リゾ婚ハート」である。
　ここで重要になるのは、リゾートウエ
ディングでの家族旅行を通じて、親孝行
ができ、家族への感謝をしっかりと伝え

ること。つまり家族全員でリゾートウエ
ディングを楽しみ、幸せな時間を共有で
きることが大切となる。もちろん、この
場合の「家族」とは、グアムへ同行する
両親や親族だけでなく、列席してくれる
親しい友人なども含まれる。また最近で
は一般的になってきている子連れ婚で同
行する子供や赤ちゃんも含まれる。

「家族」全員と
時間の共有ができる新サロン

　こうした「家族」全員が新郎新婦と共に
少しでも多く有意義な時間を過ごせるよ
うに設計されたのがワタベグアムの新サ
ロンだ。サロンの開設場所を、ブランド
ショップが集まる高級ショッピングセン
ター「タモンサンズ」に、新たなコンセプ
トのサロンとして６月にオープンした。

　新しいサロンは、打ち合わせに同行し
たい両親が参加できる十分なスペースを
確保。また子供や赤ちゃんを同行してい
る場合に使用できるキッズスペースも用
意し、子供が喜ぶオモチャ類を常備。赤
ちゃんが泣いても周りに気兼ねしなくて
いい子連れ専用ルームも２部屋用意して
いる。
　また滞在中の過ごし方や土産物ショッ
ピングのアドバイスを受けたい家族、同
行者もいる。新しいサロンではこうした
両親などの要望にも応え、ウエディング
でグアムを訪れる挙式カップルや両親、
参列者をトータルでサポートしていくこ
とができるようになった。

　新サロンでは「マジカルリゾートウェ
ディング」をコンセプトに、ウエディング
を人生の「航海」に例え、船の舵やオー
ル、船旅用のスーツケースなどをインテ
リアのポイントとして設置。
　カップルの到着から、メイク、衣装、
挙式会場へ向かうまでを、一つの導線で
結び、一歩ずつ進んで行くイメージを取
り入れている。
　チャペルへ向かうリムジン車が待つの
は、タモンサンズプラザの正面玄関。こ
こから旅立つ挙式カップルの姿が、グア
ムウェディングの代表的な光景の一つと
して刻まれていくだろう。

ルックJTBは
グアムでブライダルフェア

　旅行会社もグアムのウエディングマー
ケットの変化に合わせて新しい動きを見
せている。ルックJTBは、現地でのブラ
イダルフェア開催という新しいアイデア
に取り組み、グアム旅行を楽しみながら
現地ブライダルフェアに参加してリゾー
トウエディングの下見もできる商品を
作った。

　「ルックJTB体感型ブライダルフェア
in Guam」は、14年２月28日、３月７日、
３月14日の計３回開催で、チャペル見学
会や個別相談会、ウエディングセミナー、
展示会、同行者ファッションショー、メ
イク＆ヘアチェンジショー、抽選会で構
成される。
　チャペル見学会では、各開催日ともブ
ルーアステールやセント・プロバス・ホー
リーチャペルなど、グアムを代表する
チャペル６つを見学。外観だけでなく、
現地コーディネーターの案内で内部を見
ることも可能だ。
　チャペル見学後の個別相談会では、よ
り詳しく知りたいチャペルについて改め
て説明を受けることができるほか、ウエ
ディングセミナーでは、参加者のグアム
挙式に関する不安や疑問を解消するた

め、現地コーディネーターがQ&A方式で
参加者の質問に答える。
　展示会では現地でしか見ることができ
ないブーケを手に取って確かめることが
できるほか、ドレスやアルバムなども展
示する。
　同行者ファッションショーは、海外ウ
エディングに参列する際に何を着ていけ
ばいいか迷う同行者の参考になるもの
で、家族や友人にお勧めの衣装をファ
ションショー形式で紹介する。またメイ
ク＆ヘアチェンジショーは、海外でのメ
イクに不安を持つ結婚予定者のためのイ
ベントで、メイクの最終仕上がりやヘア
スタイルをチェックできる。
　JTBワールドバケーションズでは「海
外挙式を検討している母娘などの参加を
見込んでいる」（東日本販売本部ミクロ
ネシア部企画チームの福嶋淳子チームマ
ネージャー）としており、ウエディング
マーケットを軸においた、新たなビジネ
スの種といえそうだ。

韓国、香港、台湾など、
東アジア市場が台頭

　一方、最近の傾向として、韓国、香港、
台湾といった東アジアからの需要が急速
に拡大しており、ワタベグアムでは「取扱
人数全体の約1割を占める」（大田マネー
ジャー）とのこと。「アジアのウエディン
グ需要は写真撮影を非常に重視する点で
日本とは異なる挙式文化がある」ことか
ら、日本流だけでは必ずしも彼らを満足
させることはできない。しかし日本流の
きめ細やかで行き届いたサービスへの評
価は高い。
　グアム政府観光局の統計によれば、昨
年のグアム来島者数（航空機利用）は、
129万8401人。このうち韓国が18万2629
人、台湾が4万9144人、中国が8939人でこ
の3カ国で24万712人となり、来島者全体
の18.5％を占めている。この数字を見る
限り、東アジアからのウエディング需要
も、伸ばす余地がまだまだ大きいと言え
そうだ。

写真提供：ワタベウェディング
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Watabe Wedding

「リゾ婚ハート」を追求しサロンを一新
サンビトレスでもガーデンパーティーを実現

ワタベウェディング

リゾートウエディングのトップ・デス
ティネーションの一つであるグアム。ワ
タベウェディングが提案する結婚式の新
しいカタチ「リゾ婚ハート」に最も適し
た場所でもある。ワタベウェディング
では新しいサロンもオープン。「リゾ婚
ハート」を実現するための環境は一段と
充実した。

新サロンが6月にオープン

　ワタベウェディングが提案する「リゾ
婚ハート」は、ゆっくりと家族への感謝
を伝えるリゾートウエディングと、帰国
後により多くの人たちにお披露目する国
内パーティーを組み合わせた新しい結婚
式のスタイル。
　ワタベウェディングでは、この家族を
軸に考えた挙式カップルの思いを最大限
に実現するため、今年６月に「タモンサ
ンズ」内に新サロンをオープンした。
　これまでのリゾートウエディングで
は、下見や打ち合わせに気軽に同行でき
る国内挙式と異なり、挙式本番まで両親
が関わる時間が少なかった。しかし、新
サロンでは、新郎新婦との挙式の最終打
ち合わせの場所としての機能に加えて、
家族も同席できる十分な打ち合わせス
ペースを確保。両親も挙式だけでなく、
挙式前日（または当日）の打ち合わせから
リゾートウエディングに関われるように
なった。
　また、子供を同行している場合に使用
できるキッズスペースや、赤ちゃんが泣
いても周りに気兼ねしなくていい子連れ
専用ルームも完備した。

　新サロンのコンセプトは「マジカルリ
ゾートウェディング」。新婦が到着して
から、メイクを施し、衣装を整え、挙式
会場へ向かうまでをストーリーとして捉
え、「航海に旅立つ」イメージを内装に
取り入れた。インテリアとして船の舵や
オール、船旅用のスーツケースなどが置
かれ、船出の雰囲気を醸し出す一方、プ
ルメリアなどをあしらいグアムらしさも
演出している。

ブルーアステール
グアムで最も海が近い式場

　ワタベウェディングのチャペルはグア
ムに３つある。
　ブルーアステールは、美しいタモン湾
が目の前に広がるオン・ザ・ビーチの挙
式専用施設で、グアムで最も海が近い挙

式施設でもある。挙式、ビーチでの写真
撮影、挙式後のパーティーという一連の
流れを、すべてブルーアステールの敷地
内で行うことができ、ビーチを望む絶景
をバックに、セレモニーがトータルコー
ディネートされる。
　セレモニーのハイライトである、花嫁
の入場に使用される12ｍバージンロード
は、祭壇に向かってステージをあがるよ
うな形状にデザインされており、より空
に近い場所で２人の誓いを立てられる空
間演出となっている。
　パーティー会場も併設しており、オー
シャンフロントのバンケットでは、専任
スタッフがアテンド。プライベート感と
リゾート感があふれるパーティーを実現
できる。

セント・プロバス・ホーリー・チャペル
挙式後のプライベートガーデンが好評

　恋人岬を望む絶好のロケーションにあ
るセント・プロバス・ホーリー・チャペ
ル。ナチュラルで上品な雰囲気で満たさ
れているチャペルの内部は、グリーンと
白をベース
とした装花
で飾られ、
１万本のバ
ラを敷き詰
めたガラス
のバージン
ロードが花
嫁を出迎える。そして祭壇はラッテス
トーン遺跡を模したデザインを採用し、
グアムらしさも表現している。
　専用パーティー会場「Te quiero（テ・

キエロ）」では、敷地内のビーチフロント
に、グアム唯一のプライベートガーデン

「Family Tree Garden（ファミリー・ツ
リー・ガーデン）」が昨年オープン。挙式
後にガーデン内の写真スポットで、家族
や参列者と共に記念撮影を楽しみ、緑に
包まれたくつろいだ雰囲気の中で、一緒
に時間を過ごせるように工夫されている。

サンビトレス・ベイサイド・チャペル
来年からガーデンパーティーを用意

　ホテル・ニッコー・グアムの敷地内にあ
るサンビトレス・ベイサイド・チャペルで
は、来年1月からガーデンパーティーを挙
式プランに組み込む予定だ。用意される
のは海の見
えるガーデ
ンスペース
でのカジュ
アルなパー
ティー。
　ここ最近
のガーデンパーティーの需要に応え、サ
ンビトレス・ベイサイド・チャペルでも、
それが実現できることになる。なお、現
在と同様に挙式後にホテル・ニッコー・
グアムの高級中華レストラン「桃李」等
で食事を楽しむパターンも引き続き選択
できるようにする方針だ。
　サンビトレス・ベイサイド・チャペル
は、ホテル・ニッコー・グアムに宿泊す
れば、移動も簡単で子供連れでも安心。
しかも価格も手ごろな挙式会場として知
られる。ガーデンパーティーの選択肢が
増えることで、さらに注目度のアップが
期待される。
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Outrigger Guam Resort

プレジャーアイランド内の大型デラックスリゾートホテル
宿泊客に最高の滞在を提供

アウトリガー・グアム・リゾート

グアム最大の観光スポットであり、ショッピングとエンターテイメントの中心、プレジャーアイランド内に建つ
「アウトリガー・グアム・リゾート」。600室全てがオーシャンビューで、滞在中のホテルライフをより満足な
ものにさせてくれるレストラン＆バー、さらに付帯施設も最高レベル。昨年スタートした「アウトリガー ビー
チサイド バーベキュー ディナー」も好評で、あらゆるマーケットから根強い人気を誇っている。

　グアムの観光の拠点、プレジャーアイ
ランド内にある「アウトリガー・グアム・
リゾート」。グアムのホテルの中でも最
高といえる立地条件の良さを誇る。ホテ
ルのロビーからは、ショッピングモール
の「ザ・プラザ」、アンダーウォーター
ワールドがあるエンターテイメントセン
ター、世界的に有名なレストラン「ハー
ドロックカフェ」、シーフード料理が評判
の「シーグリル」など、さまざまなレス
トランと直結。さらに通りを挟んだ向か
い側には、「DFSギャラリア」や徒歩圏内
にはエンターテインメント施設「サンド
キャッスル」もあり、人気のショッピン

グ、ダイニング、エンターテイメントが
集結している。　　

　「アウトリガー・グアム・リゾート」は、 
600室全ての客室がオーシャンビュー。 
どの部屋からも美しいタモン湾が一望で
きる。
　客室は洗練されたアジアンテイストと
グアムらしい温かみのあるパシフィッ
ク・スタイルを融合したデザインで、液
晶フラットテレビや無料のWiFi環境、プ
ライベートバルコニーを完備する。　
　また全てのダブルルームは、クイーン
サイズのベッド２台の設置となり、日本
人旅行者にとって使い勝手のよい仕様
だ。各客室にはヘアドライヤーやセーフ
ティボックス、冷蔵庫があり、コーヒー
や紅茶も自由に楽しめる。

　ワンランク上の滞在には、20階と21階
にあるクラブフロアー「ボエジャーズ・ク
ラブ」がおすすめ。よりシックなインテ
リアが特徴で、最上級の寝心地を追求し
た純白の羽毛布団、バスローブやスリッ
パなど、高品質なアメニティーにもこだ
わりを見せる。また専用ラウンジ「ボエ
ジャーズ ・クラブラウンジ」を利用で
き、コンチネンタルブレックファースト
の他、17〜19時には、ビールやカクテル
などのドリンクと軽食を無料でサービス
する。またラウンジ内の新聞や雑誌が閲
覧できるほか、コンピューターやプリン
ターなども利用することもできる。
　「ボエジャーズ・クラブ」は、レセプ
ション・パーティー会場として20〜50名
までの貸し切りも可能。ホテル最上階と
なる21階にあり、タモン湾を望む最高の
景色が楽しめ、近親者だけの小規模な
パーティー、ウエディングへの同行列席
者を招いた披露パーティーなど、幅広く
対応できる。

　「アウトリガー・グアム・リゾート」の
ボールルームは最大で516㎡まで確保で
き、シアタースタイルで540名、バンケッ
トスタイルで310名の収容が可能。また

「フォート・サンノゼ」（297㎡）、「フォー
ト・ソレッダ」（104㎡）、「フォート・サン
ト・エンジェル」（76㎡）、「フォート・ア
ポットガン」（39㎡）と各部屋に分割して

中・小グループ用にも使用することもで
きる。さらに、シアタースタイルで106名
収容の「サン・ラファエル」と同70名収
容の「サンタ・クルーズ」の２つの施設
もある。
　ホテルの中二階にあるボールルームと
会議・宴会施設からは、タモン湾の美し
い眺望が楽しめ、グアムならではの環境
と雰囲気を提供できるのが特徴だ。
　また屋外施設の「タシ・テラス」は、
プールやメインロビーに隣接し、最大収
容人数が870名（レセプション・スタイ
ル）と、大型団体のカクテルパーティー
などにも対応できる。目の前にタモン湾
が広がるオーシャンサイドの「カントン・
タシ」は、グアムならではの海を眺めな
がらのパーティーを演出でき、「アウト
リガー ビーチサイド バーベキュー ディ
ナー」は、ここが会場となる。

　アメリカンスタイルのセルフグリル式
のバーベキュー・ディナー「アウトリガー 
ビーチサイド バーベキュー ディナー」。
目の前にタモン湾が広がるリラックスし
た雰囲気の中、海を眺めながら食材を好
きなタイミングでグリルして自分のペー
スで楽しめるとあって、昨年のスタート
以来大好評だ。メニューは４種類。豪華
な“活けロブスター ”が含まれたスペシャ
ルディナー「活けロブスター ビーチサ
イドバーベキュー・ディナー」をはじ

め、ボリュー
ム た っ ぷ り
の「デラック
ス ビーチサ
イド バーベ
キュー ディ
ナー」、また、
ビーフ リブ
アイ、キングクラブレッグ、魚、海老、
チキン、イカ、各種野菜など、スタン
ダードメニューの「ビーチサイド バーベ
キュー ディナー」に加え、「“ネニ”ビーチ
サイド バーベキュー ディナー」は、6歳
〜11歳の子供が対象のメニュー。ファミ
リーでも気軽にバーベキュー・ディナー
を楽しめる。また各メニューに共通する
内容として、前菜とライスが付くほか、
サラダとデザートはブッフェ形式で食べ
放題。さらにアイスティーと生ビールは
飲み放題となっている。

　「アウトリガー・グアム・リゾート」は
レストランのバリエーションも豊か。メ
インレストラン「パーム・カフェ」は、
朝6時30分から夜10時まで毎日営業して
おり、東洋と西洋の味わいが融合したア
ジア各国料理をベースとしたフュージョ
ンスタイルのコンテンポラリー・アジア
ン・キュイジーヌを楽しめる。

　ディナータイムには、地中海料理、ア
ジア料理、イタリアン、チャモロ料理、
東南アジア料理、シーフード、プライム
リブ＆キングクラブなど、毎日多彩な
テーマのビュッフェを用意。また毎週日
曜には、シャンペンの飲み放題が付いた

「シャンペン・サンデー・ブランチビュッ

フェ」を提供する。
　さらにこのほど、
鉄板焼きカウンター
を設置。寿司バーな
ど、和食のライン
ナップがさらに充実
し、和食のランチ・
ビュッフェは、特に
人気が高く好評だ。
　またロビーフロア
の「バンブー・バー」では、夕方からラ
イブミュージックが演奏され、トロピカ
ルな雰囲気に包まれながら、カクテルな
どを片手に音楽を楽しめるとあって地元
からの人気も高い。

　「アウトリガー・グアム・リゾート」は、
充実した付帯施設もホテルの自慢のひと
つ。ファミリー向けには、20ｍのウォー
タースライダーが付いたメインプールや
スプラッシュプール、子供用プールの３
種類のプールが大人気。また、ココキッ
ズクラブは、グアムの文化が学べる５〜
12歳の子供を対象としたプログラム。ア
ンダーウォーターワールドの見学や、砂
で城を作るサンドキャッスルビルディン
グ体験、チャモロダンス体験、カルチュ
アルダンスなど、豊富なプログラムを用
意。またランチとおやつが付いており、
半日、１日のプラグラムから選べる宿泊
者限定のプログラムだ。
　ホテル前のビーチにある「オハナ・ビー
チ・クラブ」は、美しいタモン湾に面し
た開放的なアウトドア・ダイニング。ハ
ンバーガーやサンドウィッチ、サラダな
どの軽食や、トロピカルドリンクなど各
種飲み物を提供。また隣には、小さな広
場もあり、小さな子供連れの家族でも、

安心して楽しむ
ことができる。
　 ホ テ ル 内 に
は、世界最大級
のスパチェーン

「マンダラ・ス
パ」もあり、ト
リプルのトリー
トメントルームをはじめ、ヘアやネイル
のサービスも受けられ、その充実度でグ
アムでも絶大な人気を誇る。この他、
ビューティーサロンやスパブティック、
フィットネスセンターも併設している。

プレジャーアイランドの中心
唯一の大型デラックスリゾートホテル

全600室のオーシャンビュー
ワンランク上の滞在には「ボエジャーズ・クラブ」

各種グループに対応できる会議・宴会施設

大好評の
「アウトリガー ビーチサイド バーベキュー ディナー」

多彩なレストランが提供する充実の味

充実した付帯施設
キッズクラブやマンダラ・スパも
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Message from GVB Japan Staff

グアム政府観光局日本事務所メンバーからのメッセージ

Hot Newsグアム最新情報

　今年で８回目を迎えるグアム政府観光
局主催の「グアムココハーフマラソン＆
駅伝リレー」が2013年10月20日㈰に開催
される。同大会は、国際陸上競技連盟

（IAAF）公認の21.0975kmのハーフマラソ
ンと、４人でチームを組んで約20kmを走
る駅伝を同時に開催するユニークなレー
ス。年々参加者が増えており、昨年は過
去最多となる1,820名が申し込み、日本か
らも606人のランナーが参加した。ハーフ
マラソンはグアムの美しい海岸線を走る
コース設定で、海外レースの雰囲気を十
分に満喫できる。また駅伝は仲間同士で
応援しやすいコース設定に変更した。な
お、同大会のエントリー料金の一部は、

「Ko’ko’ Bird（ココバード。別名グアムク
イナ）」の保護活動に使用される。
開催概要
■日時：10月20日㈰ 午前5時スタート
■場所：ガバナージョセフ
フローレスメモリアルパー
ク（イパオビーチパーク）
■参加申込期間（第2期）：
8月1日㈭〜9月24日㈫
■お問い合わせ：
グアム ココハーフマラソン＆駅伝リレー日本事務局
TEL: 042-540-1529
E-mail: japan@guamkoko.com

［受付時間］月〜金：10〜18時（祝日除く）
　　　　　11月29日㈮まで

グアムココハーフマラソン＆駅伝リレー
10月20日に開催、第2期申し込み受付中

　第２回グアムインターナショナルマラ
ソンの開催が2014年４月13日㈰に決定し
た。同マラソンは、国際陸上競技連盟公
認（IAAF）公認の本格的なレースで、フ
ルマラソン、ハーフマラソン、10kmラン、
５kmランと豊富なレースカテゴリーが魅
力。比較的フラットなコースで、コース
途中の多くのポイントは、海沿いの道を
走るオーシャンビューのコースになって
おり、沿道では地元のボランティアが笑
顔と応援で大会を盛り上げてくれる。
　またゲストランナーとしてAKB48グ
ループのマラソンチームが参加すること
が決定。メンバーは、DeNA Runing Club
総監督の瀬古利彦氏にマラソンの基礎か
ら指導を受け、大会には個々のレベルに
あったレースカテゴリーに挑戦する。
　なお、2014年オフィシャルサイトは７
月23日㈫よりオープンしており、既に８

月６日㈫より個人のエントリー受付を開
催している。ちなみに第１回大会（2013 
年4月7日）は、約2,200人（うち日本人860
人）が参加。10の国や地域（アメリカ、グ
アム、日本、韓国、台湾、香港、オース
トラリア、エチオピア、フィリピン、パ
ラオ）のランナーがエントリーした。
開催概要
■開催日：
2014年4月13日㈰
■主催：
グアムインターナショナルマラソン実行委員会
■後援：グアム政府観光局
■協賛：ユナイテッド航空
　　　　パシフィックアイランドクラブグアム
■お問い合わせ：日本事務局
Tel: 03-6891-9353　Fax: 03-6891-9408
E-mail: info@guaminternationalmarathon.jp

［受付時間］平日10〜17時（土日祝休）

第2回グアムインターナショナルマラソン
2014年4月13日（日）開催決定！

ゲストランナーに
AKB48グループの
マラソンチームが参加

新潟県柏崎市と
「恋人岬」姉妹提携10周年
　旅行需要を盛り上げる上でも重要な交
流活動。まずグアムの恋人岬と新潟県柏
崎市の米山福浦八景県立自然公園内にあ
る恋人岬が、姉妹提携10周年を迎えるに
あたり、グアムからエディ・バザ・カル
ボ米国グアム準州知
事、グアム政府観光
局のカール・パンゲ
リナン局長、ミス・
グアムらが７月26日
から２日間、新潟県柏崎市を訪れた。
　今年は、ユナイテッド航空の新潟↔グ
アム直行便就航も15周年を迎えるなど、
グアムと新潟県の友好の節目の年。恋人
岬の姉妹提携の他にも、災害支援、観光、
文化、スポーツなど様々な分野において
相互交流と友好親善を深めてきた。

千葉県柏市と
友好都市22周年
　またグアム政府観光局は、7月27〜28日
に千葉県柏市で開催された「第36回 2013
柏まつり」に親善使節団を送り、柏市民や
来場者の方々と交流を深めた。今年でグ
アムと柏市が友好都市となって22周年。
使節団には、観光局のネイサン・デナイト

副局長、ミス・アー
ス・グアムのサラ・エ
リザベス・フィラッ
シュ氏らが参加。ま
た初日に開催された

「柏おどりコンテスト」には、ミス・アー
ス・グアムがNPO法人 柏市国際交流協
会チームの一員として参加し、同チーム
は「柏ユネスコ協会賞」を受賞。また創
作踊りを披露した「日々感動」チームに
は、グアム友好賞が授与された。

佐賀県唐津市と
友好交流意向書に調印
　さらに佐賀県唐津市とグアム政府は、
2013年７月24日に友好交流意向書の調印
を行い、新たな友好交流関係を構築する
ことに合意。グアム準州エディ・バザ・
カルボ知事、グアム
政府観光局カール・
パンゲリナン局長ら
が来日し、佐賀県庁
に表敬訪問後、坂井
俊之唐津市長と共に調印式に臨んだ。
　グアムと唐津市との交流は、2012年に
唐津市からグアムへ石材が輸出されたこ
とがきっかけ。グアム政府は今回の提携
を機に、経済の交流をはじめ、人的・文化
交流にも発展させていきたいとしている。

グアムから広がる交流の輪！
新潟、千葉、佐賀で交流活動

　オンワードビーチリゾートのウィング
棟の最上階に、今年６月新しくスパが
オープンした。客室を改装したもので、
眼下に広がる美しいグアムの海を眺めな
がらトリートメントが受けられるのが特
徴。内装やオイルなど、すべてタイから
輸入し、トリートメントには、タイ古式
マッサージやオイルマッサージ、ハーブ

ボールやホットストーンを
利用したものなど、リラク
ゼーション効果の高いメニューを用意。
オイルには、地元グアムのナチュラルプ
ロダクトを使用するなど、こだわりをみ
せる。家族旅行でお母さんのリラクゼー
ションに、また女子旅はもちろん、カッ
プルでの利用もおすすめだ。

オンワードビーチリゾートにタイ式スパOPEN！

東京事務所 大阪事務所

締切は
9月24日㈫!

ウェブサイト　http://www.visitguam.jp/koko/2013/

ウェブサイト　http://www.guaminternationalmarathon.jp

来島者数100万人を目指して、期待される
観光局の継続、積極的なセールス活動の
実施及び一般消費者へのPRの継続をさ
らに強化します。

光森 裕二（ミツモリ ユウジ）
日本代表

担当
グアム観光促進につな
がる全ての活動の統括
及び実施

お客様との会話の中から教えて頂く事も
多く勉強になります。
これからも簡潔にグアムの良さを御説明
出来るよう努めたいと思っております。

久道 叔子（ヒサミチ ヨシコ）
セールス＆マーケティング アシスタント

担当
主に弊局へお越し下さ
るお客様やお電話にて
お問い合わせ下さるお
客様の対応

平素よりグアムへのご送客ならびにメディ
アでの露出展開を実施してくださり、あり
がとうございます。近年ではSNSなどを通
し、一般の方々のグアムへのご興味と知識
レベルがかなり高いものとなってきており
ます。今後もよりいっそう「近い・楽しい・
癒される」グアムの旬の情報をお届けでき
るように頑張ります。

北川 淳子（キタガワ ジュンコ）
マーケティング＆広報担当

担当
広報、国内外のメディ
アとのコミュニケー
ション、JATA旅博、
マリンダイビングフェ
アなどの展示会アレ
ンジ等

私が在職している期間だけでも、本当に
様々な事がありましたが、変わらず運航し
て頂いた航空会社さま、そしてご送客頂い
た旅行会社さまに、改めて深く感謝申し上
げます。今後は少しでも皆様にお返しが出
来ます様、尽力して参りますので、引き続
きどうぞご指導、ご協力を賜ります様、何
卒よろしくお願い申し上げます。

長澤 愛（ナガサワ アイ）
西日本セールス＆マーケティング

担当
関西・広島・九州・沖縄
地区におけるグアムへ
の観光プロモーション

東京オフィスで経理・アドミ中心の仕事
をしておりますので、業界の皆さまと接
する機会はあまりありませんが、グアム
観光促進のために、皆さまとより一層の
円滑な関係を築きたいと思います。今後
ともご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申
し上げます。

野川 恵子（ノガワ ケイコ）
エクゼクティブ セクレタリー

担当
経理業務／アドミ業務
／JGTC関係／日本代
表補佐

一般消費者の方々、エージェントの皆様
の中で一人でも多くのグアムファンを増
やし、多くの方にご来島頂けるよう努め
て参りたいと思いますので、今後とも何
卒宜しくお願い申し上げます。

竹内 聖乃（タケウチ マサノ）
東日本地区 セールス＆マーケティング担当

担当
一般消費者向けイベン
ト・プロモーション／
エージェント様向けセミ
ナー／エージェント様か
らのご相談対応／教育旅
行説明会／一般消費者の
方からの電話対応　等

グアムへご旅行されるお客様がより滞在
を楽しんで頂けるよう、お客様からの声・
よくある問合せ内容などを元に、日々コ
ンテンツ作成を行っております。
今後、更なる渡航者数増加に向けてグア
ムの魅力を訴求できるよう、サイト内容
を改良させて参ります。

秦 香織（ハタ カオリ）
ウェブ マーケティング コーディネーター

担当
グアム政府観光局ウェ
ブサイトの更新・管理

皆様にグアムの魅力を感じていただける
ようなご案内ができるように努めていき
たいと思っております。
今後ともよろしくお願いいたします。

向井 郷恵（ムカイ サトエ）
西日本地区 セールス＆マーケティングアシスタント

担当
大阪セールスオフィス
にて、北陸エリア/岡山
発マーケットの営業、
オフィス内総務、資料
請求、旅行会社様から
の対応



（33）（第３種郵便物認可） 2013年（平成25年）9月2日  増刊第2168号

UNITED

全国9都市とグアムを結ぶ
充実のネットワーク

ユナイテッド航空

　北海道から九州まで、日本全国をカ
バーするユナイテッド航空のグアムネッ
トワーク。同社は旧コンチネンタル航空
の時代から長年にわたり、グアムへの観
光需要を支えてきた。今年は４月に名古
屋（中部）↔グアム線が就航30周年、７月
に新潟↔グアム線と岡山↔グアム線が就
航15周年を迎え、日本の各地域で、地元
に就航するホームタウンエアラインとし
て、「身近な海外リゾート地」としてのグ
アムをアピールし続けてきた。
　グアムは成田と同様、同社にとって世
界に10ヶ所あるハブ空港のひとつ。その
ため、インセンティブや修学旅行など、
大型団体に対応した大型機材の投入、ま
たチャーター便や臨時便の設定など、需
要動向に合わせた柔軟な機材運用が可能
だ。特に日本↔グアム間は、ほぼ100％が
日本発の需要。日本側のニーズに対応し
やすい、という強みもある。
　スケジュールも各マーケットの需要に
対応する。例えば１日３便の成田↔グア

ム線は、夏休みなどのオンシーズンには
１日４便へ増強。札幌（新千歳）↔グアム
線も多客期の冬季に増便を行う。また週
２便の新潟↔グアム線は、スターアライ
アンスパートナーのANAのフライトを
利用し、新潟空港から毎日出発（往路は
成田、もしくは名古屋（中部）経由、復路
は成田経由）のスケジュール態勢も整え
ており、利便性の高いアクセスを提供し
ている。
　さらにユナイテッド航空は、日本↔グ
アム間だけでなく、ハブ空港の成田を拠
点に、幅広いネットワークを展開する。今
年６月からは成田↔デンバー線を新たに
開設し、日米の航空会社で最多となる米
本土８都市（シアトル、サンフランシス
コ、ロサンゼルス、デンバー、シカゴ、
ヒューストン、ニューヨーク、ワシント
ンDC）へ毎日ノンストップ便を運航す
る。さらにハワイ（ホノルル）、アジア４
都市（ソウル、香港、バンコク、シンガ
ポール）へも毎日フライトが飛ぶ。

全国９都市（札幌、仙台、新潟、東京／成田、名古屋、大阪、岡山、広島、福岡）とグアムを結ぶユナイテッド航空。
その充実のネットワークは、日本扌グアム間で最大のシェアを誇る。また、グアム線の全フライトにビジネスクラスを
設定するなど、質の高いサービスを提供。全国９都市と同社のハブ空港でもあるグアムを結ぶネットワークを活かした
「現地集合、現地解散」ができる点や豊富な座席供給で大型団体にも対応、幅広いニーズに応える。

長年グアムの観光需要を支えてきた実績
「グアムハブ」だからできる柔軟な機材運用

　ユナイテッド航空は、レジャー路線で
ある日本↔グアム間においても全便でビ
ジネスクラス「ユナイテッド・ビジネス」
を提供している。搭乗から到着まで、ワ
ンランク上のサービスで快適な空の旅を
楽しめるのがビジネスクラスの醍醐味。
パッケージツアー利用であれば、時期に
より異なるが約３〜４万円程度の手頃な
追加料金で、往復とも気軽に上質のサー
ビスを体験できる。
　空港では、専用カウンターでのチェッ
クインや優先搭乗など、「プレミアアク
セス」を提供。グアム国際空港では、セ
キュリティチェックの優先レーンも用意
する。また出発前は、空港ラウンジ「ユナ
イテッドクラブ」の利用ができるほか、
機内ではゆったりとした快適なシート

で、搭乗直後
のウェルカム
ドリンクサー

ビス、そしてコース料理の機内食など、
至れり尽くせりのサービスを提供。アル
コール飲物はもちろんすべて無料だ。さ
らに到着後は、優先して降機できる上、
預け入れ手荷物もいち早く受け取ること
ができる。
　「ユナイテッド・ビジネス」なら、ハネ

ムーンなどの特別な旅行、
インセンティブ旅行での
VIP利用、熟年層など、大
切な旅行やゆったり旅をし
たい人に最適。旅のアクセ
ントとしても是非おすすめ
したいプロダクトだ。

ビジネスクラスを全路線で提供
手頃な追加料金で「ワンランク上の旅」

　ユナイテッド航空は、成田↔グアム線
に348席のボーイング777-200型機を1日
２便投入するなど、豊富な座席供給を提
供しており、大型の団体需要にも柔軟に
対応できる態勢を整える。特に「グアム
は団体用の座席が取りにくい」というイ
メージを払拭すべく、早い段階での運賃
案内や座席確保などの対応に努めている。
　堅調に推移するグアムへの団体需要。
団体のサイズも10〜20名程度の小グルー
プから、多いものでは1000人単位までと
バラエティーが豊か。現地での受け入れ
態勢も進んでおり、来年の大型コンベン
ション施設オープンを控え、ますます需
要は高まるだろう。

全国から「現地集合／解散」
ウエディングにも強み
　団体旅行におけるユナイテッド航空利
用の強みは、グアムで「現地集合／解散が

できる」点。全国９都市からグアムへフ
ライトが飛び、ほぼ同時間帯に到着、帰
国時もグアムからフライトがほぼ同時刻
に日本へ向け出発するので、各都市から
グアムへ飛び、現地で集合、または解散
ができる。特に全国規模のインセンティ
ブや社員旅行、さらに全国から親戚や親
類を現地挙式に呼べるので、ウエディン
グにもぴったりだ。

大型団体にも対応
豊富な座席供給で座席確保に配慮

　通常のエコノミークラスと比べ、足元のスペースを最
大約12cm拡げ、ワンランク上の快適性を提供する「ユナイ
テッド・エコノミープラス」。エコノミークラス前方にシー
トを配置しているので、空港到着後、すぐに飛行機から降
りることができるのも大きなメリットだ。すでに成田↔グ
アム路線のボーイング777-200型機で同サービスを開始し
ているが、現在、日本↔グアム間を運航するボーイング
737-800型機やボーイング737-700型機への搭載も順次進め
ている。ウェブサイトまたはチェックイン時に追加料金に
て利用できるが、ユナイテッド航空のマイレージプログラ
ム「マイレージプラス」のプレミア会員であれば、無料に
て座席指定が可能だ（空席がある場合）。

グアム路線にも順次導入
ユナイテッド・エコノミープラス

ツアーでも100％のマイル加算 

マイレージプラス
　ユナイテッド航空のマイレージプ
ログラム「マイレージプラス」は、
その使いやすさが最大の魅力。同社
だけでなく、ANAをはじめとするス
ターアライアンス加盟28社のフライ
トでも、マイルの加算や特典航空券
が利用できる。特典航空券は、わず
か6000マイルでANA国内線片道（一
部区間除く）の特典航空券との交換
が可能。日本↔グアム間を２往復す

るだけで、特典航空券を獲得できる。
　また割引航空券やパッケージツ
アーでも100％のマイルが貯まる。さ
らに18ヶ月以内に、フライト利用だ
けでなく、提携クレジットカード利
用など、何らかのマイルの加算／利
用があれば、マイルの有効期限がそ
のたびに延長されるので、実質無期
限で安心してマイルを貯めることが
できるのが強みだ。

主に日本扌グアム間を結ぶボーイング737-800型機

グアム路線の「ユナイテッド・ビジネス」座席
（ボーイング777-200型機）

「ユナイテッド・ビジネス」機内食（イメージ）

成田扌グアム線には大型機（ボーイング777-200型機）も
投入し、団体需要にも柔軟に対応

エコノミークラスでも
ビールとワイン、日本酒を
無料で楽しめる（イメージ）
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